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概要
設定を簡単に素早 く 行 う には ：

安全注意事項

危険シンボルについての説明

特別な指示が関連の章の適切な位置に記載されています。 こ の位置は、
ア イ コ ン 危険 #、 警告 " および注意 ! によ って示されます。

→ 6 ページ以降

�

設置

こ の章には、 機器を設置する ためのステ ッ プおよび設置条件が
記載されています （寸法など）。 

→ 16 ページ以降

�

配線

機器は、 でき るだけ配線済みの状態で納入されます。 → 34 ページ以降

�

表示と操作要素

こ の章には、 機器の表示および操作要素のレ イ ア ウ ト についての概要が
記載されています。

→ 39 ページ以降

�

設定

" 設定 " セ ク シ ョ ンには、 機器をオン し、 諸機能をチェ ッ クする方法が
記載されています。

→ 55 ページ以降

�

トラブルシューティング

操作中にエラーおよび故障が発生し た場合は、 チェ ッ ク リ ス ト を使用し て、
原因を見つけます。

こ の章には、 発生する恐れのあ るエラーを修正する ための、 ユーザーに
よ る対策方法が記載されています。

→ 91 ページ以降
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簡易操作説明

L00-FMI5xxxx-16-00-00-en-002

! 注意 ! 
この取扱説明書には、 このレベル変換器の設置および設定方法が記載されています。 標準の測定
に必要な機能がすべて考慮されています。

FEI50H における設定オプションの概要については、 40 ページ以降を参照し て く ださい。

–

≥ Ω



概要 リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52

4 エン ド レスハウザー ジ ャパン



本機器を安全にご使用いただ く ために
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 指定された用途

リ キキ ャ ッ プ M FMI51、FMI52 は、液体を連続測定する ためのコ ンパク ト な静電容量式レベル変
換器です。

1.2 設置、 設定および操作

リ キキ ャ ッ プ M は、最新の安全規定を満たすよ う に設計され、該当する必要条件および EC 指令
に準拠し ています。 しかし、 不適切な使用または用途以外の使用を行った場合は、 この機器が適
用上の危険を引き起こす原因になる恐れがあ り ます （例えば、 不適切な設置 / 設定によ る測定物
のオーバーフ ロー）。 こ のため、 測定システムの設置、 電気接続、 設定、 操作および保守は、 権限
を与え られた、 訓練を受けた技術職員だけが行って く ださ い。 こ の技術職員は、 この取扱説明書
を読んで理解し、 それに記載されている指示に従 う 必要があ り ます。 この機器は、 取扱説明書に
明示的に許可されている場合のみ、 修理または変更を行 う こ と ができ ます。

1.3 操作上の安全性

1.3.1 防爆エ リ ア

防爆エ リ アでこの測定システムを使用する場合は、 適切な国家規格および規定を遵守する必要
があ り ます。 こ のマニュ アルの一部と なる別冊の防爆マニュ アルが、 機器に同梱されています。 
これに記載されている設置手順、 接続データおよび安全注意事項を遵守し て く ださい。

• 技術職員は十分な訓練を受ける よ う にし て く ださ い。
• 測定ポイ ン ト に対する特有の測定要件および安全関連要件を、 遵守する必要があ り ます。
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1.4 安全規約 / アイ コ ンに関する注記

安全に関する プ ロ セスや代わ り のプ ロ セス を強調表示する ために、 対応する絵文字で識別さ れ
る、 下記の安全注意事項を考案し ま し た。

安全注意事項

#
危険！
も し適切に行われなかった場合に、 人が重症を負 う 、 機器の安全面に リ ス ク を も た らす、

あ るいは機器が故障する恐れがあ る行為や手順に注意を促し ます。

"
警告！
も し適切に行われなかった場合に、 人が怪我をする、 あ るいは機器が不完全な動作にな

る恐れがあ る行為や手順に注意を促し ます。

!
注意！
も し適切に行われなかった場合、 動作に間接的に影響する、 あ るいは機器の予期でき な

い反応を引き起こす恐れがあ る行為や手順に注意を促し ます。

保護タイプ

0
型式検定済みの防爆機器
この記号が機器の型式銘板上にあ る場合は、 その認可に準拠し て、 この機器を防爆また

は非防爆エ リ アで操作する こ と ができ ます。

-
防爆エリア
この取扱説明書の図面にあ る このシンボルは、 防爆エ リ アを示し ます。 防爆エ リ アにあ

る機器、 またはそのよ う な機器のケーブルは、 適切な防爆構造を有し ている必要があ り

ます。

.
安全エリア（非防爆エリア）
この取扱説明書の図面にあ る このシンボルは、 非防爆エ リ アを示し ます。 接続ケーブル

が防爆エ リ ア内に続いている場合は、 非防爆エ リ アにあ る機器も認証を受ける必要があ

り ます。

電気シンボル

% 直流
直流電圧が印加されている、 または直流電流が流れている端子です。

& 交流
交流電圧 （正弦波） が印加されている、 または交流電流が流れている端子です。

) アース接続
ユーザーの観点から、 接地システム経由で接地されたアース端子です。

* 保護アース接続
他の接続を確立する前に、 接地する必要があ る端子です。

等電位接続
プラ ン ト の接地システムに接続する必要があ る接続です。 これは、 国家または会社の実

際の規約に応じ て、 電位マ ッ チング ラ イ ンで も、 ス ター配線式接地システムでも可能で

す。

接続ケーブルの温度変化に対する耐性
接続ケーブルが、 少な く と も 85 ℃ の温度に耐え る必要があ る こ と を示し ます。

t >85°C
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2 識別

2.1 機器名称

2.1.1 型式銘板

機器の型式銘板から、 以下の技術データ を得る こ と ができ ます ：

L00-FMI5xxxx-18-00-00-en-002

リ キキ ャ ッ プ M の型式銘板上の情報 （例）
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2.1.2 リキキャ ッ プ M FMI51

10 認定：
A 非危険区域

B 非危険区域 WHG （連邦水管理法）

C ATEX II 1/2 GD EEx ia IIC T6

D ATEX II 1/2 GD EEx ia IIC T6 WHG （連邦水管理法）

E ATEX II 1/2 GD EEx ia IIB T6

F ATEX II 1/2 GD EEx ia IIB T6 WHG （連邦水管理法）

G ATEX II 1/2 G EEx d （ia） IIB T6 WHG （連邦水管理法）

H ATEX II 1/2 GD EEx ia IIC T6

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

J ATEX II 1/2 GD EEx ia IIC T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

K ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

L ATEX II 1/2 G EEx d （ia） IIC T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

M ATEX II 3 GD EEx nA II T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

N CSA 汎用、 CSA C US

P CSA/FM IS  Cl. I、II、III Div. 1+2 Gr. A-G

R CSA/FM XP Cl. I、 II、 III Div. 1+2 Gr. A-G

S TIIS Ex ia IIC T3

T TIIS Ex d IIC T3

1 NEPSI Ex ia IIC T6

2 NEPSI Ex d （ia） IIC T6

Y 特殊仕様、 要問合せ

20 不感帯 L3:
100 mm あた り の価格

L3 ： 100 ～ 2000 mm SUS 316L 相当

L3: 150 ～ 1000 mm PTFE 完全絶縁

結露に対する保護 + ノ ズル部に対する回避

1 選択な し

2 mm L3 、 SUS 316L 相当

3 mm L3 、 SUS 316L 相当 + 完全絶縁 PTFE

5 inch L3 、 SUS 316L 相当

6 inch L3 、 SUS 316L 相当 + 完全絶縁 PTFE

9 特殊仕様、 要問合せ

30 プローブ感知部 L1；絶縁材：
100 mm あた り の価格

L1 ： 100 ～ 4000 mm、 ∅10 mm、 ∅16 mm 用

L1 ： 150 ～ 3000 mm、 ∅22 mm （完全絶縁） 用

A mm L1、 10 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE

B mm L1、 16 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE

C mm L1、 22 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE

D mm L1、 16 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PFA

E mm L1、 10 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE + グ ラ ン ド チューブ

F mm L1、 16 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE + グ ラ ン ド チューブ

G mm L1、 16 mm ロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PFA + グ ラ ン ド チューブ

H イ ンチ L1、 0.4 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE

K イ ンチ L1、 0.6 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE

M イ ンチ L1、 0.9 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE

N イ ンチ L1、 0.6 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PFA

P イ ンチ L1、 0.4 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE + グ ラ ン ド チューブ

R イ ンチ L1、 0.6 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PTFE + グ ラ ン ド チューブ

S イ ンチ L1、 0.6 イ ンチロ ッ ド、 SUS 316L 相当 ； PFA + グ ラ ン ド チューブ

Y 特殊仕様、 要問合せ

50 プロセス接続：
ネジ接続

GCJ G ½、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ISO228 

GDJ G ¾、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ISO228 

GEJ G 1、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ISO228 

GGJ G 1½、 SUS 316L 相当、 100 bar ネジ規格 ISO228 
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RCJ NPT ½、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ANSI 

RDJ NPT ¾、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ANSI 

REJ NPT 1、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ANSI 

RGJ NPT 1½、 SUS 316L 相当、 100 bar ネジ規格 ANSI 

ハイジェニック継ぎ手

GQJ G ¾ 、 SUS 316L 相当、 25 bar、
EHEDG

ネジ規格 ISO2852

ア ク セサ リ 取 り 付け、 溶接アダプタ

GWJ G 1 SUS 316L 相当、 25 bar、
EHEDG

ネジ規格 ISO2852

ア ク セサ リ 取 り 付け、 溶接アダプタ

MRJ DN50 PN40、 SUS 316L 相当 DIN11851

UPJ ユニバーサルアダプ
タ 44 mm

SUS 316L 相当、 16 bar  

トリクランプ接続（ヘルール）

TCJ DN25 （1"）、 EHEDG SUS 316L 相当、 ト リ ク ラ ンプ ISO2852 

TJJ DN38 （1½"）、 EHEDG SUS 316L 相当、 ト リ ク ラ ンプ ISO2852 

TDJ DN40-51 （2"）、 SUS 316L 相当、 ト リ ク ラ ンプ ISO2852 

TNJ DN38 （1½"）、 EHEDG SUS 316L 相当、 3A ト リ ク ラ ンプ ISO2852 

ト リ ク ラ ンプ、 取 り 外し可

EN フランジ

B0J DN25 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

B1J DN32 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

B2J DN40 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

B3J DN50 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

CRJ DN50 PN25/40 B1、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 C）

DRJ DN50 PN40 C、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 F）

ERJ DN50 PN40 D、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 N）

BSJ DN80 PN10/16 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

CGJ DN80 PN10/16 B1、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 C）

DGJ DN80 PN16 C、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 F）

EGJ DN80 PN16 D、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 N）

BTJ DN100 PN10/16 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

CHJ DN100 PN10/16 B1、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 C）

PTFE ク ラ ッ ド

B0K DN25 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

B1K DN32 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

B2K DN40 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

B3K DN50 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

BSK DN80 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

BTK DN100 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

ANSI フランジ

ACJ 1" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ANJ 1" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AEJ 1½" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AQJ 1½" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AFJ 2" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ARJ 2" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AGJ 3" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ASJ 3" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AHJ 4"  150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ATJ 4"  300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AJJ 6" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AUJ 6" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

PTFE ク ラ ッ ド

ACK 1" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ANK 1" 300 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AEK 1½" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AQK 1½" 300 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AFK 2" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ARK 2" 300 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AGK 3" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AHK 4" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

50 プロセス接続：
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JIS フランジ

KCJ 10K 25 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KEJ 10K 40 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KFJ 10K 50 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KGJ 10K 80 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KHJ 10K 100 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KRJ 20K 50 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

PTFE ク ラ ッ ド

KCK 10K 25 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KEK 10K 40 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KFK 10K 50 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KGK 10K 80 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KHK 10K 100 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

YY9 特殊仕様、 要問合せ

60 エレクトロニックインサート；出力：
A FEI50H ； 4 ～ 20 mA HART + デ ィ スプレ イ

B FEI50H ； 4 ～ 20 mA HART

C FEI57C ； PFM

V な し ； FEI5x 用 + デ ィ スプレ イ、 ハイ型カバー、 透明

W な し ； FEI5x 用、 フ ラ ッ ト カバー

Y 特殊仕様、 要問合せ

70 ハウジング：
1 F15 SUS 316L 相当 IP66、 NEMA4X

2 F16 ポ リ エステル IP66、 NEMA4X

3 F17 アル ミ ニウ ム IP66、 NEMA4X

4 F13 アル ミ ニウ ム + 気密プロセスシール IP66、 NEMA4X

5 F13 アル ミ ニウ ム + 気密プロセスシール
+ 分離型端子部

IP66、 NEMA4X

9 特殊仕様、 要問合せ

80 ケーブル接続口：
A グ ラ ン ド M20 （EEx d > ネジ M20）

B ネジ規格 G ½
C ネジ規格 NPT ½
D ネジ規格 NPT ¾
E プラ グ M12 

F プラ グ 7/8"

Y 特殊仕様、 要問合せ

90 プローブのタイプ :
L4: 300 ～ 6000 mm

1 コ ンパク ト

2 2000 mm L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

3 ....mm L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

4 80 イ ンチ L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

5 .... イ ンチ L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

9 特殊仕様、 要問合せ

100 追加オプション：
A 基本バージ ョ ン

B シ リ コ ン フ リ ーサービ スに応じ た ク リ ーニング処理 *

C プローブロ ッ ド の金属表面処理 **

D EN10204-3.1 （SUS 316L 相当 接液部）、 検査証明書

E EN10204-3.1 （SUS 316L 相当 接液部）、
NACE MR0175

検査証明書

F SIL 適合宣言

S GL 海事認定

Y 特殊仕様、 要問合せ

FMI51 仕様コー ド

* このオプシ ョ ンでは、 塗料を汚染し ないために、 機器全体がク リ ーニング されます。
** このオプシ ョ ンでは、 プローブロ ッ ド （SUS 316L 相当） の表面が、 不動態化されるため、 追加の腐食防止対策と し て働き ます。

50 プロセス接続：
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2.1.3 リキキャ ッ プ M FMI52

10 認定：
A 非危険区域

B 非危険区域 WHG （連邦水管理法）

E ATEX II 1/2 GD EEx ia IIB T6

F ATEX II 1/2 GD EEx ia IIB T6 WHG （連邦水管理法）

G ATEX II 1/2 G EEx d （ia） IIB T6 WHG （連邦水管理法）

H ATEX II 1/2 GD EEx ia IIC T6

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

J ATEX II 1/2 GD EEx ia IIC T6

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

K ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

L ATEX II 1/2 G EEx d （ia） IIC T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

M ATEX II 3 GD EEx nA II T6 WHG （連邦水管理法）

XA、 安全注意事項 （帯電） を遵守し て く だ さい！

N CSA 汎用、 CSA C US

P CSA/FM IS  Cl. I、 II、 III Div. 1+2 Gr. A-G

R CSA/FM XP Cl. I、 II、 III Div. 1+2 Gr. A-G

S TIIS Ex ia IIC T3

T TIIS Ex d IIC T3

1 NEPSI Ex ia IIC T6

2 NEPSI Ex d （ia） IIC T6

Y 特殊仕様、 要問合せ

20 不感帯 L3:
100 mm あた り の価格

L3 ： 100 ～ 2000 mm SUS 316L 相当

L3: 150 ～ 1000 mm PFA 完全絶縁

結露に対する保護 + ノ ズル部に対する回避

1 選択な し

2  ～  mm L3、 SUS 316L 相当

3 ～ mm L3、 SUS 316L 相当 + 完全絶縁 PFA

5 ～ イ ンチ L3、 SUS 316L 相当

6 ～ イ ンチ L3、 SUS 316L 相当 + 完全絶縁 PFA

9 特殊仕様、 要問合せ

30 プローブ感知部 L1；絶縁材：
1000 mm あた り の価格

L3: 420 ～ 10000 mm 完全絶縁

A ～ mm L1、 316 ； FEP

B ～ mm L1、 SUS 316L 相当 ； PFA

C ～ イ ンチ L1、 316 ； FEP

D ～ イ ンチ L1、 SUS 316L 相当 ； PFA

Y 特殊仕様、 要問合せ

50 プロセス接続：
ネジ接続

GDJ G ¾、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ISO228 

GEJ G 1、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ISO228 

GGJ G 1½、 SUS 316L 相当、 100 bar ネジ規格 ISO228 

RDJ NPT ¾、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ANSI 

REJ NPT 1、 SUS 316L 相当、 25 bar ネジ規格 ANSI 

RGJ NPT 1½、 SUS 316L 相当、 100 bar ネジ規格 ANSI 

ハイジェニック継ぎ手

GWJ G 1 SUS 316L 相当、 25 bar、
EHEDG

ネジ規格 ISO2852

ア ク セサ リ 取 り 付け、 溶接アダプタ

MRJ DN50 PN40、 SUS 316L 相当 DIN11851

UPJ ユニバーサルアダプタ
44 mm

SUS 316L 相当、 16 bar、
EHEDG

 

トリクランプ接続（ヘルール）

TCJ DN25 （1"）、 EHEDG SUS 316L 相当、 ト リ ク ラ ンプ ISO2852 

TJJ DN38 （1½"）、 EHEDG SUS 316L 相当、 ト リ ク ラ ンプ ISO2852 
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TDJ DN40-51 （2"）、 SUS 316L 相当、 ト リ ク ラ ンプ ISO2852 

EN フランジ

B0J DN25 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

B1J DN32 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

B2J DN40 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

B3J DN50 PN25/40 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

CRJ DN50 PN25/40 B1、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 C）

DRJ DN50 PN40 C、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 F）

ERJ DN50 PN40 D、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 N）

BSJ DN80 PN10/16 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

CGJ DN80 PN10/16 B1、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 C）

DGJ DN80 PN16 C、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 F）

EGJ DN80 PN16 D、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2512 N）

BTJ DN100 PN10/16 A、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 B）

CHJ DN100 PN10/16 B1、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527 C）

PTFE ク ラ ッ ド

B0K DN25 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

B1K DN32 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

B2K DN40 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

B3K DN50 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

BSK DN80 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

BTK DN100 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ規格 EN1092-1 （DIN2527）

ANSI フランジ

ACJ 1" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ANJ 1" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AEJ 1½" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AQJ 1½" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AFJ 2" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ARJ 2" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AGJ 3" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ASJ 3" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AHJ 4"  150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ATJ 4"  300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AJJ 6" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AUJ 6" 300 lbs RF、 SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

PTFE ク ラ ッ ド

ACK 1" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ANK 1" 300 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AEK 1½" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AQK 1½" 300 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AFK 2" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

ARK 2" 300 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AGK 3" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

AHK 4" 150 lbs、 PTFE >SUS 316/316L 相当 フ ラ ンジ規格 ANSI B16.5

JIS フランジ

KCJ 10K 25 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KEJ 10K 40 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KFJ 10K 50 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KGJ 10K 80 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KHJ 10K 100 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KRJ 20K 50 RF、 SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

PTFE ク ラ ッ ド

KCK 10K 25 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KEK 10K 40 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KFK 10K 50 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KGK 10K 80 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

KHK 10K 100 RF、 PTFE >SUS 316L 相当 フ ラ ンジ JIS B2220

YY9 特殊仕様、 要問合せ

60 エレクトロニックインサート；出力：
A FEI50H ； 4 ～ 20 mA HART + デ ィ スプレ イ

B FEI50H ； 4 ～ 20 mA HART

50 プロセス接続：
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C FEI57C ； PFM

V な し ； FEI5x 用 + デ ィ スプレ イ、 ハイ型カバー、 透明

W な し ； FEI5x 用、 フ ラ ッ ト カバー

Y 特殊仕様、 要問合せ

70 ハウジング：
1 F15 SUS 316L 相当 IP66、 NEMA4X

2 F16 ポ リ エステル IP66、 NEMA4X

3 F17 アル ミ ニウ ム IP66、 NEMA4X

4 F13 アル ミ ニウ ム + 気密プロセスシール IP66、 NEMA4X

5 F13 アル ミ ニウ ム + 気密プロセスシール
+ 分離型端子部

IP66、 NEMA4X

9 特殊仕様、 要問合せ

80 ケーブル接続口：
A グ ラ ン ド M20 （EEx d > ネジ M20）

B ネジ規格 G ½
C ネジ規格 NPT ½
D ネジ規格 NPT ¾
E プラ グ M12 

F プラ グ 7/8"

Y 特殊仕様、 要問合せ

90 プローブのタイプ :
L4: 100 ～ 6000 mm

1 コ ンパク ト

2 2000 mm L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

3 ....mm L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

4 80 イ ンチ L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

5 .... イ ンチ L4 ケーブル > 分離ハウ ジング

9 特殊仕様、 要問合せ

100 追加オプション：
A 基本バージ ョ ン

D EN10204-3.1 （SUS 316L 相当 接液部）、 検査証明書

E EN10204-3.1 （SUS 316L 相当 接液部）、
NACE MR0175

検査証明書

F SIL 適合宣言

S GL 海事認定

Y 特殊仕様、 要問合せ

FMI52 仕様コー ド

60 エレクトロニックインサート；出力：
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2.2 納入範囲

" 警告 ! 
16 ページの " 納入時の外観、 輸送、 保管 " セ ク シ ョ ンで概説されている測定機器の開梱、 輸送、
および保管に関する取扱説明には特に注意し て下さい。

納入範囲には、 以下が含まれます ：
• 設置し た機器
• ToF Tool （操作プロ グ ラ ム）
• ア ク セサ リ （該当の場合、 89 ページ参照）

提供の文書 ：
• 取扱説明書
• 承認文書 ； 取扱説明書に記載されていない場合。

2.3 認証と認定

CE マーク、適合宣言
機器は、 最新の操作安全基準に構成され試験を受け、 技術的安全性に関し ては完全な状態で、 工
場か ら出荷されています。 機器は、 EC 適合宣言に指定されている該当する規格および規定に準
拠し、 し たがって EC 指令の法的要件を満た し ます。 エン ド レ ス + ハウザー社では、CE マーク を
付ける こ と によ って、 機器が試験に合格し た こ と を確認し ています。

2.4 登録商標

KALREZ®、 VITON®、 TEFLON®

E.I. Du Pont de Nemours & Co., Wilmington, USA の登録商標

Tri-Clamp® 
Ladish & Co., Inc., Kenosha, USA の登録商標

ToF ®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, Maulburg, Germany の登録商標
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3 設置

3.1 ク イ ッ ク設置ガイ ド

L00-FMI5xxxx-17-06-xx-xx-001

1.） 機器をねじ込みます。

2. a） ハウ ジングを若干回すこ と ができ る まで、 締付けネジを緩めます。

2. b） ハウ ジングの位置を合わせます。

2. c） ハウ ジングが回転し な く なる まで、 締付けネジを締めます （< 1 Nm）。

3.2 納入時の外観、 輸送、 保管

3.2.1 納入時の外観

パッ ケージまたは内容物が損傷を受けていないかど う かをチェ ッ ク し ます。
納入された商品が完備し ている こ と を確認し、 供給範囲を注文情報 と比較し ます。

3.2.2 保管

保管および輸送の場合には、 衝撃に対し て確実に保護される よ う に機器を梱包し て く ださい。 こ
れには元のパッ ケージを用いる と、 最適に保護する こ と ができ ます。
許容保管温度は、 -50 ℃ ～ +85 ℃ です。

1
2

a2.

1.

... 270°

b

1
2

c

1
2

< 80 Nm (G )
< 100 Nm (G )
< 180 Nm (G1)
< 500 Nm (G1 )

½

¾

½
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3.3 据え付け条件

! 注意 ! 
寸法の単位はすべて mm です。

L00-FMI5xxxx-03-05-xx-en-001
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3.3.1 ハウジング

! 注意 ! 
破線部は表示デ ィ スプレ イ付きハウ ジング用のハイ型カバー。

ポリエステルハウジング F16

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-001

ステンレスフィールド
ハウジング F15

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-003

アルミニウムハウジング F17

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-002

アルミニウムハウジングF13、
気密プロセスシール付き

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-000

アルミニウムハウジング T13

分離型端子部および
気密プロセスシール付き

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-004

ø85 max. 76
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x
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9
7
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p
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ro

x
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1
1

6

ø76 max. 64
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ø80 max. 60

max. 65
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3.3.2 アダプ タによるハウジングの伸長高さ

3.3.3 プロセス接続

ポリエステル
ハウジング
F16

ステンレスフィー
ルドハウジング 
F15

アルミニウム
ハウジング F17

アルミニウム
ハウジング F13*

アルミニウムハウ
ジング、分離型端
子部 T13 付き *

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-044 L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-046 L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-045 L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-048 L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-047

注文コード 2 1 3 4 5

FMI51、FMI52

H1 

（表示デ ィ スプレ イ な し

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 用）

144 142 152 194 202

H2

（表示デ ィ スプレ イ付き

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 用）

163 181 181 223 214

 * 気密プロセスシール付きハウジング

H
1H
2

H
1H

2

H
1H
2 H
1H

2

H
1H
2

ネジ型 G ネジ型 NPT ネジ付き
パイプジョイント

トリクランプ

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-007

（DIN EN ISO 228-1）

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-008

（ANSI B 1.20.1）

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-040

（DIN11851）

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-041

（ISO2852）

ロッドプローブ φ10、
ローププローブ

最大適用圧力 25 bar 25 bar 25 bar 16 bar 

バージ ョ ン / 注文コード G½ / GCJ

G¾ / GDJ

G1 / GEJ

NPT½ / RCJ

NPT¾ / RDJ

NPT1 / REJ

DN50 PN40 / MRJ DN25 （1"） / TCJ

DN38 （1½"） / TJJ

寸法 H1 = 38

H2 = 19

AF = 41

H1 = 38

H2 = 19

AF = 41

H1 = 57 H1 = 57

表面粗さ - - ≤ 0.8 µm ≤ 0.8 µm

追加情報 エラ ス ト マ･フ ラ ッ ト

シール付き

- - EHEDG*

ロッドプローブ φ16、
ローププローブ

最大適用圧力 25 bar 100 bar 25 bar 100 bar 40 bar 16 bar 16 bar 

バージ ョ ン / 注文コード G¾ / GDJ

G1 / GEJ

G1½ / GGJ NPT¾ / RDJ

NPT1 / REJ

NPT1½ / RGJ DN50 PN40 / MRJ DN38 / 

TNJ

（1½"）

DN40-51/TDJ

（2"）

寸法 H1 = 38

H2 = 19

AF = 41

H1 = 41

H2 = 25

AF = 55

H1 = 38

H2 = 19

AF = 41

H1 = 41

H2 = 25

AF = 55

H1 = 66 H1 = 47 H1 = 66

表面粗さ - - ≤ 0.8 µm ≤ 0.8 µm ≤ 0.8 µm

追加情報 エラ ス ト マ･フ ラ ッ ト

シール付き

- - -

* EHEDG ： 不感帯がな く 、 完全絶縁プローブロ ッ ド を備えたプローブだけが認定されます。

H
1

H
2

AF

H
1

H
2

AF
H

1

H
1
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ロッドプローブ φ22、
ローププローブ

最大適用圧力 50 bar 50 bar - -

バージ ョ ン / 注文コード G1½ / GGJ NPT1½ / RGJ - -

寸法 H1 = 85

H2 = 25

AF = 55

H1 = 85

H2 = 25

AF = 55

- -

表面粗さ - - ≤ 0.8 µm ≤ 0.8 µm

追加情報 エラ ス ト マ･フ ラ ッ ト

シール付き

- - -

ネジ型 G ネジ型 NPT ネジ付き
パイプジョイント

トリクランプ

フランジ ハイジェニック
継ぎ手

ハイジェニック
継ぎ手

ハイジェニック
継ぎ手

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-042

（EN1092-1）

（ANSI B 16.5）

（JIS B2220）

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-009

埋込みシール付き

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-010

埋込みシール付き

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-043

アダプタ 44 mm 

埋込みシール付き

ロッドプローブ φ10、
ローププローブ

最大適用圧力 最大 25 bar （フ ラ ンジに依存） 25 bar 25 bar -

バージ ョ ン / 注文コード EN

ANSI

JIS 

/ B**

/ A**

/ K**

G¾ / GQJ G1 / GWJ -

寸法 H1 = 57 H1 = 31

H2 = 26

AF = 41

H1 = 30

H2 = 27

AF = 41

-

追加情報 ク ラ ッ ド （PTFE） も 溶接アダプタ 

" ア ク セサ リ "

89 ページ参照

EHEDG*

溶接アダプタ 

" ア ク セサ リ "

89 ページ参照

EHEDG*

-

ロッドプローブ φ16、
ローププローブ

最大適用圧力 最大 100 bar （フ ラ ンジに依存） - - 16 bar （締付け ト ルク 

10 Nm）

バージ ョ ン / 注文コード EN

ANSI

JIS 

/ B**

/ A**

/ K**

- - ユニバーサルアダプ

タ /UPJ

寸法 H1 = 66 - - H1 = 57

追加情報 ク ラ ッ ド （PTFE） も - - 共通アダプタ 

" ア ク セサ リ " 参照 

90 ページ

ロッドプローブ φ22、
ローププローブ

最大適用圧力 最大 50 bar （フ ラ ンジに依存） - - -

バージ ョ ン / 注文コード EN

ANSI

JIS 

/ B**

/ A**

/ K**

- - -

寸法 H1 = 110 - - -

追加情報 ク ラ ッ ド （PTFE） のみ - - -
* EHEDG ： 不感帯がな く 、 完全絶縁プローブロ ッ ド を備えたプローブだけが認定されます。
** 呼び口径および許容プロセス圧力用のワ イル ド カード 

! 注意 ! 

ク ラ ッ ド フ ラ ンジは、 浸透性のあ る液体に対し てのみ使用し ます。

H
1

H
1

H
2

AF

H
1

H
2

AF

H
1
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3.3.4 ロ ッ ド プローブ FMI51

! 注意 ! 
• プローブロ ッ ド の感知部は常に完全絶縁されています （寸法 L1）。
• プロセスシール表面からのプローブの全長 ： L = L1 + L3
• 絶縁材の厚さ：プローブロ ッ ド φ 10 mmの場合は1 mm、プローブロ ッ ド φ 16 mmの場合は2 mm、

プローブロ ッ ド φ 22 mm の場合は 2 mm
• 導電性液体用 （>100 µS/cm） プローブは、 注文のプローブ長にすでに工場で校正済みです （0 %

～ 100 %）。 非導電性液体用 （<1 µS/cm） の場合には、 工場で 0 % 校正が行われています。 現場
で行 う 必要があ るのは、 100 % 校正のみです。

• 絶縁材は、 約 10 mm のプローブロ ッ ド ポイ ン ト に溶接されています。 このレ ンジは、 有効測定
レ ンジの一部ではあ り ません。

ロッドプローブ ロッドプローブ 
グランドチューブ
付き

ロッドプローブ 
不感帯あり

ロッドプローブ 
不感帯あり、グラ
ンドチューブ付き

ロッドプローブ 
完全絶縁不感帯
あり

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-061.eps L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-051

全長 （L） 100 ～ 4000 100 ～ 4000 100 ～ 6000 100 ～ 6000 300 ～ 4000

ロ ッ ド感知部 （L1） 100 ～ 4000 100 ～ 4000 100 ～ 4000 100 ～ 4000 150 ～ 3000

ロ ッ ド不感帯 （L3） - - 100 ～ 2000 100 ～ 2000 150 ～ 1000

プローブロ ッ ド径 10 / 16 10 / 16 10 / 16 10 / 16 22*

グ ラ ン ド チューブ の直径不感帯

あ り / な し

- / - 22 / 43 22 / 43 22 / 43 22*

横方向か らの応力耐量 （Nm）

20 ℃

< 15/< 30 < 40/< 300 < 30/< 60 < 40/< 300 < 25

攪拌タ ン ク における使用 - - / X - - / X -

導電性液体用 

> 100 µS/cm

X - X - X

非導電性液体用

< 100 µS/cm

- X - X -

侵透性液体用 X - - - X

高粘度液体用 X - X - X

プ ラ スチ ッ ク タ ン ク におけ る使用 - X - X -

取付ノ ズルにおける使用 - - X X X

タ ン ク天井で結露があ る場合には - - X X X

X = 推奨
* プローブシャ フ ト

L
1

/L
3

L
1

/L
3

NPTG

L
1

L
1

L
3

L
3

L
1

L
1

L
3

L
3

L
1

L
1

L
1

L
1

L
3

L
3

L
1

L
1

長さの公差 L1、L3 1 m まで：0 ～ -5 mm 1 ～ 3 m： 0 ～ -10 mm 3 ～ 6 m： 0 ～ -20 mm
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3.3.5 FMI52 ローププローブ

! 注意 ! 
• プローブの感知部は常に完全絶縁されています （寸法 L1）。
• プロセスシール表面からのプローブの全長 ： L = L1 + L3
• 全てのローププローブは、 コ ンテナ内の張力調整に対応し ています （アンカーホール付き テン

シ ョ ン ウ ェ イ ト ）。
• 導電性液体用 （>100 µS/cm） プローブは、 注文のプローブ長にすでに工場で校正済みです

（0 % ～ 100 %）。 非導電性液体用 （<1 µS/cm） の場合には、 工場で 0 % 校正が行われています。 
現場で行 う 必要があ るのは、 100 % 校正のみです。

• 攪拌機タ ン ク、 高粘度液体、 およびプラ スチッ ク タ ン ク には不適切です。
• ロープ絶縁材の厚さ 0.75 mm
• アンカーウ ェ イ ト のレンジでは、 測定値は リ ニアではあ り ません。

ローププローブ ローププローブ 
不感帯あり

ローププローブ 
完全絶縁不感帯あり

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-061.eps L00-FMI5xxxx-06-05-xx-xx-036

全長 （L） 420 ～ 10000 420 ～ 12000 420 ～ 11000

ロープ感知部 （L1） 420 ～ 10000 420 ～ 10000 420 ～ 10000

不感帯 （L3） - 150 ～ 2000 150 ～ 1000

プローブロープ径 4 4 4 

アンカーウ ェ イ ト の直径 22 22 22

アンカーホールの直径 5 5 5

プローブロープのひっぱ り

負荷耐量 （N） 20 ℃

200 200 200

導電性液体用 

> 100 µS/cm
X X X

非導電性液体用

< 100 µS/cm
X X X

侵透性液体用 X - X

取付ノ ズルにおける使用 - X X

タ ン ク天井で結露があ る場合には - X X

X = 推奨

L
1
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L
1

/L
3

NPTG
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L
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長さの公差 L1、L3 1 m まで： 0 ～ -10 mm 1 ～ 3 m： 0 ～ -20 mm 3 ～ 6 m： 0 ～ -30 mm 6 ～ 12 m： 0 ～ -40 mm
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3.3.6 プ ラ ンニング注意事項

向き

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-003

測定条件

FEI50H （HART） による測定レンジ 

• 測定周波数 ：
- 500 kHz

• スパン ：
- ∆C = 25 ～ 4000 pF 推奨 （2 ～ 4000 pF 可能）

• 最終静電容量 ：
- CE = 最大 4000 pF

• 初期静電容量 （調整可能） ：
- CA = 0 ～ 2000 pF （< 6 m プローブ長）
- CA = 0 ～ 4000 pF （> 6 m プローブ長）

• 測定レ ンジ L1、ローブの先端からプロセス
接続まで可能です。

• 特に小さ なコ ンテナに適し ます。

注意！

ノ ズルを取 り 付ける と きは、 不感帯 （L3）
を使用し て く ださい。

0 %、 100 % 校正は反転可能です。

L00-FMI5xxxx-15-05-xx-xx-002

100 %

0 %

L
3

L
1
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3.4 設置方法

" 警告 ! 
設置する時に、 プローブ絶縁材を損傷し ないよ う にし て く ださい！

" 警告 ! 
ハウジング取付を損傷し ないよ う に、 プローブをねじ込む と きはハウ ジングの と こ ろで回さ な
いで く ださい。

L00-FMI5xxxx-17-00-00-xx-003

ネジ込みプローブ

•  G ½、 G ¾、 G 1、 または G 1½ （円筒形） ： 
- 提供のエス ト ラ マ繊維製シール （温度耐性 最高 300 ℃ まで） または化学的耐性のあ る シー

ル と共に使用する。

! 注意 ! 
平行ネジ付きプローブおよび提供のシールに対し て、 以下のよ う に適用されます ：

• ½ NPT 、 ¾ NPT、 1 NPT、 および 1½ NPT （円錐形） ：
- 適当なシールテープをネジに巻いて く ださい （導電性のシール材質以外使用し ないで く ださ

い）。

ト リ ク ラ ンプ、 ハイジ ェ ニ ッ ク継ぎ手またはフ ラ ンジ付きのプローブ

• プロセスシールは、 用途の仕様を満たす必要があ り ます （温度および測定物に対する耐性）。
フ ラ ンジが PTFE コー ト の場合は、 フ ラ ンジ規格の最大圧力まで使用でき ます。

44
11

ネジ 圧力 25 bar まで 圧力 100 bar まで 最大トルク

G ½ 25 Nm - 80 Nm

G ¾ 30 Nm - 100 Nm

G 1 50 Nm - 180 Nm

G 1½ - 300 Nm 500 Nm
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PTFE コー ト フ ラ ンジ付きのプローブ

! 注意 ! 
スプ リ ング ワ ッ シ ャ （1） を使用し て下さい。

プロセス温度と圧力に応じ て、 定期的にフ ラ ンジボル ト を締め直すこ と をお薦めし ます。 推奨
ト ルク ： 60 ～ 100 Nm。

L00-FMI5xxxx-17-00-00-en-005

3.4.1 取付工具

取付用に、 以下の工具が必要です ：
• フ ラ ンジ取付用工具、 または
• レ ンチ AF 41 または AF 55 （ネジ接続用） および
• プラ ス ド ラ イバー （電線口位置合わせ用）。

1



設置 リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52

26 エン ド レスハウザー ジ ャパン

3.5 設置例

3.5.1 ロ ッ ド プローブ

導電性タ ン ク （金属製タ ン ク）

プローブのプロセス接続が金属製タ ン ク と絶縁されている場合 （例えば、 シール材によ り ）、
プローブハウ ジングのアース端子は、 短いケーブルでタ ン ク に接続する必要があ り ます。

! 注意 ! 
完全絶縁された ロ ッ ド プローブは、 短縮も延長も でき ません。
プローブロ ッ ド の絶縁材が損傷する と、 それによ って測定結果が不正確にな り ます。

FMI51 ロ ッ ド プローブ

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-004

FMI51 ロ ッ ド プローブ グラ ン ド チューブ付き

非導電性タ ン ク （プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク）

プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク に設置する場合は、 グ ラ ン ド チューブ付きのプローブを使用する必要があ
り ます。

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-005
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FMI51 ロ ッ ド プローブ 不感帯付き （例えば、 保温タ ン ク用）

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-006

FMI51 ロ ッ ド プローブ グラ ン ド チューブおよび不感帯付き （取付 ノ ズル用）

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-007

FMI51 完全絶縁プローブ 侵透性のある測定物用ク ラ ッ ド フ ラ ンジ付き

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-011
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3.5.2 ローププローブ

FMI52 ローププローブ

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-008

FMI52 ローププローブ 不感帯付き （例えば、 保温タ ン ク用）

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-009

FMI52 ローププローブ 完全絶縁不感帯付き （取付ノ ズル用）

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-010
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3.5.3 ロープの短縮

! 注意 ! 
取扱説明書を参照し て く ださい。 ロープ切断キ ッ ト KA061F/00 

3.5.4 張力によるテンシ ョ ンウ ェ イ ト

プローブが、 サイ ロ壁またはタ ン ク のほかの部分に触れる可能性があ る場合、 プローブの端を固
定する必要があ り ます。 プローブウ ェ イ ト にあ る内ネジはそのためのものです。
この支えは、 タ ン ク壁に対し て導電性があって も、 絶縁されていて もかまいません。
高すぎ る引張 り 荷重を避けるために、 ロープを少し緩めて下さい。 最大の引張 り 荷重は、 200 Nm
を超え る こ と はでき ません。

L00-FMI5xxxx-11-06-xx-xx-012
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3.5.5 ハウジングの位置合わせ

ハウジングは、 電線口の位置に合わせるために 270°回転させる こ と ができ ます。
水分、 湿気の侵入を防ぐため、 接続ケーブルの配線ルー ト を下方へケーブルグ ラ ン ド の手前まで
と り 、 ケーブルタ イでそれを固定する よ う にし て く ださい。 屋外で取 り 付ける場合には特に、 こ
の操作をする こ と をお薦めし ます。

ハウジング （タ イプ F16、 F15、 F17、 F13、 T13）
• カバーをゆるめて外し ます
• ハウジングの底部のプラ スネジを、 3 ～ 4 回まわし て緩めます。 
• ハ ウ ジ ン グ を必要な位置ま で回転 さ せます （一つの停止位置か ら 次の停止位置ま で、 最大

270°）。
• ハウジング内に水分、 湿気が侵入し ないケーブル配線。

! 注意 ! 
分離型端子部付きのハウ ジング タ イプ T13 の場合、ハウ ジングの位置を合わせる ためのプラ スネ
ジは、 やは り エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト にあ り ます。 

L00-FMI5xxxx-04-00-00-xx-002

1. ハウジングを若干回すこ と ができ る まで、 締付けネジを緩めます。

2. ハウジングの位置を合わせます。

3. ハウジングが回転し な く な る まで、 締付けネジを締めます （< 1 Nm）。

4. ハウジング内に水分、 湿気が浸入し ないケーブル配線。

3.5.6 プローブハウジングのシーリ ング

プローブを取 り 付け、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を接続する と き、 およびその後の操作中に、
湿気がプローブハウ ジングに侵入し ないこ と が大切です。 こ のため、 ハウジングカバーおよび電
線管接続口は、 常にし っか り と閉じ られている必要があ り ます。

ハウジングカバー上の O リ ングシールには、 納入時に潤滑剤が付いています。 
このよ う にする と、 カバーを し っか り と密閉する こ と ができ、 アル ミ ニウ ム製のネジが締める と
きに食い込みません。
鉱物油ベースの潤滑剤は、 決し て使用し ないで く ださい。 それによ って O リ ングが破損し ます。

1
2

1.

... 270°

2.

1
2

3.

1
2

4.
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3.6 分離ハウジング付き

! 注意 ! 
全長 L = L1 + L4 は、 10 m を超え る こ と ができ ません。

L00-FMI5xxxx-14-00-06-xx-002

ロ ッ ド長さ L1 最大 4 m 

ロープ長さ L1 最大 10 m。

L00-FMI5xxxx-03-05-xx-en-005

EX

Zone 1

L4 6 m≤

EX

Zone 0

L
1
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3.6.1 接続ケーブルの短縮

! 注意 ! 
プローブから分離ハウ ジングまでの最大接続長は 6 m で、 これは寸法 L4 によ って示されていま
す。 分離ハウ ジング付きの リ キキ ャ ッ プ M を注文する際には、 必要な接続長を指示する必要が
あ り ます。

接続ケーブルを短縮、 または壁を通し て配線し なければな ら ない場合には、 ケーブルをプロセ
ス接続から外し てお く 必要があ り ます。 次の手順でケーブルを外し て く ださい。

• 締付けネジ （1） をオープンエン ド スパナ （サイ ズ 22） で締めます。 必要な場合には、 プロセス
接続を固定し て く ださい。 締付けネジを緩める と きに接続ケーブルやプローブを一緒に回転さ
せないよ う 気を付けて く ださい。

• ケーブルグ ラ ン ド （3） から イ ンサー ト シール （2） を抜き出し ます。
• ケーブルグ ラ ン ド （3） をオープンエン ド スパナ（サイ ズ 22） で締めます。必要な場合には、オー

プンエン ド スパナ （サイ ズ 34） でアダプタデ ィ ス ク （6） を固定し て く ださい。
• アダプタデ ィ ス ク （6） を緩めてチューブから外し ます （17）。
• スナッ プ リ ングプラ イ アで、 留められている スナッ プ リ ングを外し ます。
• ブレード プラ グのナッ ト （M4） をプラ イ アで挟み、 これを引き出し ます。

! 注意 ! 
接続ケーブルを短 く する場合には、 丸型板端子が備わっている よ り 線をすべて半田付け し直す
こ と を推奨し ます。 よ り 線の半田付けは、 各半田付け点が隔離される よ う な形で行 う 必要があ
り ます。

! 注意 ! 
よ り 線の再半田付けを行わない場合には、 例えば熱収縮ス リ ーブによ り 圧着接続で、 黄色のよ
り 線と赤色のよ り 線の丸型板端子を隔離する必要があ り ます。

壁面ブ ラケ ッ ト またはパイプブ ラケ ッ ト の取付

壁面取付

• 壁面ブラ ケ ッ ト をチューブに被せて一緒にネジ留めし ます。
• 壁面に 2 つの穴の距離を示す目印を付け、 穴を 2 つ開けます。
• 壁面に分離ハウジングをネジ留めし ます。

L00-FMI5xxxx-03-05-xx-xx-010

パイプ取付

• 壁面ブラ ケ ッ ト をチューブに被せて一緒にネジ留めし ます。
• パイプに分離ハウジングをネジ留めし ます。 パイプのサイ ズは最大 2 イ ンチまで可能です。

L00-FMI5xxxx-03-05-xx-xx-011
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3.6.2 プロセス条件

L00-FMI5xxxx-05-05-xx-xx-011

Ta = 周囲温度

TP = プロセス温度

! 注意 ! 
プローブから分離ハウジングまでの最大ケーブル長は 6 m （L4） です。 分離ハウ ジング付き リ キ
キ ャ ッ プ M の注文工程で、 必要なケーブル長を示す必要があ り ます。 接続ケーブルを短縮、 また
は壁を通し て配線し なければな ら ない場合には、 ケーブルをプロセス接続から分離し てお く 必要
があ り ます。 セ ク シ ョ ン 3.6.1 を参照し て く ださい。

3.7 設置後のチ ェ ッ ク

リ キキ ャ ッ プ M を設置し た後に、 以下のチェ ッ ク を行って く ださい ：
• 伝送器は損傷を受けていないか （目視検査） ？
• プロセス温度、 プロセス圧力、 周囲温度、 測定レンジなどに関し て測定ポイ ン ト の仕様を、

機器が満た し ているか？
• フ ラ ンジ， ネジは、 適切な締付け ト ルク で締められているか？
• 測定ポイ ン ト 数および銘板は正しいか （目視検査） ？
• 機器は、 降雨および直射日光に対し て十分に保護されているか？
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4 配線

4.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

F16、 F15、 F17、 F13 ハウジングの配線

L00-FMI5xxxx-04-00-00-en-020

≤ Ta ≤ +60˚C˚

Ω
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T13 ハウジングの配線

L00-FMI5xxxx-04-00-00-en-021
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4.2 計測ユニ ッ ト の接続

端子部

5 つのハウジングが使用可能です ：

L00-FMI5xxxx-04-00-00-xx-001

機器データは型式銘板上にあ り 、 そのデータには、 アナロ グ出力および電源に関する重要な情報
が含まれています。 

ケーブル接続口

ケーブルグ ラ ン ド ： M20 または G ½ （Ex d 専用電線管口）
電線口 ： G ½ または NPT ½、 NPT ¾

コネク タ

コネ ク タ （M12 または 7/8"） 付きのバージ ョ ンの場合、 信号線を接続する ためにハウ ジングを開
く 必要はあ り ません。

M12 コネ ク タのピン割 り 付け （PROFIBUS PA 標準、 HART）

標準 EEx ia EEx d 気密プロセスシール

プラ スチ ッ クハウジング F16 X X - -

ステンレ ス フ ィ ール ド ハウ

ジング F15

X X - -

アル ミ ニウ ムハウジング F17 X X - -

アル ミ ニウ ムハウジング F13 X X - X

アル ミ ニウ ムハウジングT13 

（分離型端子部付き）

X X X X

L00-FMxxxxxx-04-00-00-yy-016

ピン 意味

1 アース

2 信号 +

3 信号 -

4 割当て無し

– +– +

FEI5x
4...20 mA

1 2
+ –

– +

T13F15F16 F17/F13

IS
-

G
ro
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n
d

– +
1 2

FEI5x

FEI5x

FEI5x

2

1 3

4+

–

nc
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7/8" コネ ク タのピン割 り 付け （フ ィ ール ド バス PROFIBUS PA 標準、 HART）

供給電圧

• 12.0 ～ 36 VDC （非防爆エ リ アでの使用）
• 12.0 ～ 30 VDC （防爆エ リ アでの使用 EEx ia）
• 14.4 ～ 30 VDC （防爆エ リ アでの使用 EEx d）

! 注意 ! 
逆極性保護が組み込まれています。

消費電力

最低 40 mW、 最大 800 mW

消費電流

• 消費電流 ： 3.8 ～ 22 mA
• HART マルチ ド ロ ッ プ ： 4 mA

許容残留リ ッ プル 

47 ～ 125 Hz ： Vss = 200 mV （500 Ω）

ノ イズ

500 Hz ～ 10 kHz: Ueff < 2.2 mV （500 Ω）

4.2.1 HART を他の電源ユニ ッ ト に接続する

L00-FMI5xxxx-04-00-00-en-015

L00-FMxxxxxx-04-00-00-yy-017

ピン 意味

1 信号 -

2 信号 +

3 割当て無し

4 アース

2

1 3

4+

– nc

ñ

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( )

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

FMP40: LIC0001
ONLINE

1  GROUP SELECT
2  PV 8.7 m

HELP SAVE

dsdmdmdf das.asdas faasas la.

≥ Ω

-+

FEI50H

4...20mA-
+

+-Display

1

7
3

5
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" 警告 ! 
HART 通信用抵抗器が電源ユニ ッ ト に組み込まれていない場合は、 250 Ω の通信抵抗器を 2 線式
ラ イ ンに含める必要があ り ます。

4.3 接続に関する推奨

4.3.1 電位平衡

電位平衡を、 センサハウジング （T13、 F13、 F16、 F17） の外部アース端子に接続し ます。 ステン
レ ス フ ィ ール ド ハウ ジング F15 のアース端子は、 ハウジング内部にあ り ます。

4.3.2 シールド ケーブルの配線

" 警告 ! 
防爆用途では、 シール ド は、 センサ側にだけ設置する こ と ができ ます。 安全注意事項の詳細につ
いては、 防爆エ リ アの適用に関する別冊マニュ アルを参照し て く ださい。

4.4 保護等級

4.5 接続後のチ ェ ッ ク

測定機器を配線し た後に、 以下のチェ ッ ク を行って く ださい ：
• 端子は正しいか （34 ページ および 35 ページ参照） ？
• ケーブルグ ラ ン ド はし っか り 密閉されているか？
• ハウジングカバーは、 止ま る までねじ込まれているか？
• 電源があ る場合 ：

測定機器は動作可能であ り 、 緑色 LCD は点滅し ているか？

IP66* IP67* IP68* NEMA 4X**

ポ リ エステルハウジング F16 X X - X

ステンレ ス フ ィ ール ド ハウ ジング F15 X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング F17 X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング F13

気密プロセスシール付き

X - X X

アル ミ ニウ ムハウジング T13 

気密プロセスシールおよび 分離型端子部

（EEx d） 付き

X - X X

分離ハウ ジング X X X

* EN 60529 準拠
** NEMA 250 準拠
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5 操作

5.1 操作オプシ ョ ン

• FEI50H エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト における操作要素
• 表示 / 操作モジュール
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191、 FXA195 および Field Care/ToF Tool-Field Tool Package または

FieldCare 操作プロ グ ラ ム （準備中） によ る HART プロ ト コル
• HART ハン ドヘル ド コ ミ ュ ニケーター DXR375 

L00-FMI5xxxx-14-00-06-en-001

ENDRESS + HAUSER
RMA 422
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ONLINE

1  QUICK SETUP
2  OPERATING MENU

4  SV 0 C
3  PV 352 mbar

HELP SAVE

dsdmdm
df das.

asdas fa
asas la.

↵↵



操作 リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52

40 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.1.1 FEI50H エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト における表示 / 操作要素

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-100

緑色 LED （  運転を示し ます） ：
• 5 秒毎に点滅 ：

- 機器が動作可能であ る こ と を示し ます。
• 毎秒 1 回点滅 （警告信号）

- 機器は校正モード にな り ます。

赤色 LED （  エラーまたは故障を示し ます） ：
• 毎秒 5 回点滅 （ア ラーム信号）

- プローブの静電容量が大きすぎ る、 プローブにシ ョ ー ト サーキ ッ ト があ る、 または FEI50H
に障害があ り ます。

• 毎秒 1 回点滅 （警告信号）
- エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト の温度が、 許容温度範囲外にあ り ます。

キー（-）
• 機能ス イ ッ チによ る機能設定をおこ な う ためのキーです。

キー（+）
• 機能ス イ ッ チによ る機能設定をおこ な う ためのキーです。

機能スイッチ
• 1 ： 運転時

-  標準測定時位置
• 2 ： 空 （0 %） 調整

- 空調整はこの動作モード で行われます。
• 3 ： 満タ ン （スパン） 調整

- 満タ ン調整はこの動作モード で行われます。
• 4 ： 測定モード

- この動作モード では、 付着物を形成する測定物
（例えば、 ヨーグル ト ） か、 付着物のない測定物 （例えば、 水） かを選択し ます。

• 5 ： 測定レ ンジ
- この動作モード では、 pF 単位で測定レ ンジを選択し ます ：

=> 測定レ ンジ プローブ長 < 6 m （2000 pF に対応）

=> 測定レ ンジ プローブ長 > 6 m （4000 pF に対応）

• 6 ： 自己テス ト
- この動作モード では、 セルフテス ト を作動させる こ と ができ ます。

–
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• 7 ： リ セ ッ ト （工場設定）
- この動作モー ド では、 工場出荷設定のデータ を復帰する こ と ができ ます。

• 8 ： センサ EEPROM のア ッ プロード
- この動作モー ド では、 以下の事項を行 う こ と ができ ます ：

=> プ ローブを交換し た場合に、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の校正値をプ ローブ DAT モ
ジュールに転送する
=> エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換し た場合に、 プローブ DAT モジュールの校正値をエ
レ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト に転送する

表示ディスプレイ接続
• 現場の表示 / 操作用 （オプシ ョ ン）

- 表示 / 操作モジュール

4 ～ 20 mA 電流チェック
• 例えば、 マルチ メ ータによ る満タ ン / 空調整用。

（回路を外す必要はあ り ません！）

5.1.2 表示 / 操作モジュールによる操作

表示と操作要素

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-012

（a）： メ イ ン メ ニ ュー表示など、 表示さ れる内容の名称 ；（b）：表示さ れた機能の項目コー ド ；（c）：ソ フ ト

キーシンボル ；（d）：キー

シンボル表示

(d)

(c)

(a) (b)

↵↑
↑

CX001main menu

basic setup
safety settings
linearisation

シンボル 意味

計器の動作モード

ユーザー
ユーザーパラ メ ータ を編集する こ と ができ ます。

ロック
すべてのパラ メ ータがロ ッ ク されます。

スクロールバー
こ のシンボルは、 デ ィ スプレ イに表示されている以外の機能にス ク ロールを上下し て

移動でき るかど う かを示し ます。

現在の表示パラメータのロック状態

表示パラメータ
計器の現在の動作モード では、 こ のパラ メ ータは編集できません。

書き込みパラメータ
こ のパラ メ ータは、 編集する こ と ができ ます。
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キー （ソ フ ト キー操作）

このキーは、 ソ フ ト キーと し て働き ます。 つま り 、 この機能および意味は、 操作 メ ニューにおけ
る現在の位置に依存し ます。 キー機能は、 デ ィ スプレ イ の一番下の行に ソ フ ト キーシンボルに
よ って示されます。

一般キー組み合わせ

以下のキー組み合わせが、 メ ニュー項目に関係な く 適用されます ：

シンボル 意味

下へ
選択 リ ス ト 内でバーを下方に動かし ます。

上へ
選択 リ ス ト 内でバーを上方に動かし ます。

入力
• 選択し たサブ メ ニューまたは選択し た機能を入力し ます。

• 編集し た機能値を確定し ます。

一つ前の機能
機能グループ内の一つ前の機能に移動し ます。

次の機能
機能グループ内の次の機能に移動し ます。

選択の確定
選択 リ ス ト か ら、 現在バーのあ るオプシ ョ ンを選択し ます。

値を増やす
機能 （英数字） の選択値を上げます。

値を減らす
機能 （英数字） の選択値を下げます。

エラーリスト
現在存在し ているエラーの リ ス ト を開き ます。

警告があ る場合、 こ のシンボルは反転し点滅し ます。

ア ラームがあ る場合、 このシンボルは継続し て表示されます。

キー組み合わせ 意味

エスケープ

• 機能を編集し ている場合 ： 現在の機能の編集モード から抜け出ます。

• 移動し ている場合 ： １ つ高い メ ニ ューレベルに戻 り ます。

コントラストを大きくする
表示モジ ュールのコ ン ト ラ ス ト を大き く し ます。

コントラストを小さくする
表示モジ ュールのコ ン ト ラ ス ト を小さ く し ます。

施錠 / 開錠
パラ メ ータ変更に対し て機器を ロ ッ ク し ます。

ロ ッ クは、 3 つのキー全てを同時に押すこ と によ ってのみ解除でき ます。
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5.1.3 操作メ ニュー

機能コー ド

リ キキ ャ ッ プ M の機能は、 操作 メ ニューに並べられています。 5 桁の項目コード が、 メ ニュー内
での方向付けを助けるために機能ご と にデ ィ スプレ イに表示されます。

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-001

A：機能グループ ； B：チャ ンネル ； C：グループ内の機能番号

• 最初の位置 （A） は、 機能グループを示し ます1) ：
- C：基本設定
- S：安全設定
- L: Linearization ； リ ニア ラ イ ズ
- O：出力
- D：機器プロパテ ィ

• 2 番目の位置 （B） には、 機能があ り ません。 

• 最後の 3 つの位置 （C） は、 機能グループ内の個々の機能を示し ます。

CBA

�����
↵↑

↑

CX001main menu

basic setup
safety settings
linearisation

1) 利用可能な機能グループは、 機器バージ ョ ン、 設置環境および選択し た動作モード に依存し ます。
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メ ニューの移動 - 基本調整例

L00-FMI5xxxx-05-06-xx-en-002

64.50 %

+ ↵

Measured Value

↵↑
↑

CX001main menu

basic setup
safety settings
linearisation

↵↑ ↑

CLX05

value full : 100.000 %
measure capacity : 1.85 pF
confirm cal. : yes

full calibr.

↵

CLX00basic setup

medium : no build up
cal. type : wet

↑
↑

↵

CLX00basic setup

medium : no build up
cal. type : wet

↑
↑

↵

CLX05

value full : 100.000 %
measure capacity : 1.85 pF
confirm cal. : yes

full calibr.

↑
↑

↵

CLX05

value full : 100.000 %
measure capacity : 1.85 pF
confirm cal. : yes

full calibr.

↑
↑

↵

CLX05

value full : 100.000 %
measure capacity : 1.85 pF
confirm cal. : yes

full calibr.

↑
↑

CLX01medium property

no build up
build up

↑
↑ Â

CLX03Abgleichart

dry
wet

↑
↑ Â

↵↑ ↑

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↑
↑ ↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↑
↑ ↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↑
↑ ↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

↵

CLX05

value full : 100.000 %
measure capacity : 1.85 pF
confirm cal. : yes

full calibr.

+–

↵↑ ↑

CLX00basic setup

medium : no build up
cal. type : wet

↵

CLX06

output damping : 1.0 s

output damping
↵↑ ↑

CLX06

output damping : 1.0 s

output damping

CLX06

output damping : 1.0 s

output damping

↵+–

value empty
0.000 %

value full
100.000 %

output damping
1.0 s
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メ ニューの起動

! 注意 ! 
サブ メ ニュー内で 15 分間キーを押さ ない と、 表示は自動的に メ イ ン画面に切 り 替わ り ます （測
定値）。

常に メ イ ン画面から移動を開始し ます （測定値表示）。 こ こ から、 キーを用いて以下の メ ニューに
移動する こ と ができ ます ：

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-011

• 測定値
測定値は %、 mA または pF 単位で表示されます。

• メインメニュー
メ イ ン メ ニ ューには、 リ キ キ ャ ッ プ M のすべてのパ ラ メ ータ が含まれてい ます。 メ イ ン メ
ニューはサブ メ ニューに分かれています。 一部のサブ メ ニューには、 それ自身に追加のサブ メ
ニューが含まれています。

サブ メ ニューおよびそれに含まれている機能の概要については、 " 設定 " セ ク シ ョ ンを参照し
て く ださい。

• 発生中のエラー
リ キキ ャ ッ プ M の自己診断機能がエラーを検出する と、関連する ソ フ ト キーシンボルが中央の
キーの上に表示されます。
ソ フ ト キーシンボルが点滅し ている場合は、 " 警告 " タ イプのエラーが存在し ます。2)

シンボルが継続し て表示されている場合は、 少な く と も 1 つの " ア ラーム " タ イプのエラーが
存在し ます 2。

こ のキーを押すと、 すべての現在未解決のエラー リ ス ト が表示されます。

2) " 警告 " と " ア ラーム " と の違いについては、 セ ク シ ョ ン 9.2、 " システムエラー メ ッ セージ " を参照し て く だ さい。

...

...

...

...

Warning 103

Alarm 101

main menu

actual error

basic setup

safety settings

64.50 %

+ ↵

Measured Value

22.000 mA

+ ↵

Measured Value

1040.00 pF

+ ↵

Measured Value
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サブ メ ニューの選択

! 注意 ! 

を押すこ と によ って、 いつでも １ つ高い メ ニューレベルに戻る こ と ができ ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-001

1. 必要なサブ メ ニューが選択される まで、
W または V を押し ます。

2. ↵ を押し て、 選択し たサブ メ ニューを入力し
ます。

3. サブ メ ニューに追加のサブ メ ニューが含まれて
いる場合は、 機能レベルに達する まで同様に続
けます。 次に、 ソ フ ト キーシンボル U および T 
が表示されます。

1.

2.

3.

↵↑
↑

CX001main manu

safety settings
linearisation
output

↵↑
↑

CX001main menu

basic setup
safety settings
linearisation

↵↑ ↑

L1008linearisation

type : none
mode : level
simulation : sim. off

L1008linearisation

type : none
mode : level
simulation : sim. off

↵↑
↑
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機能およびサブ機能を選択する

機能レベルに達し た ら、 U および T を使用し て、 機能内を移動する こ と ができ ます。 関連サブ
メ ニュー機能の現在値が表示されます。 値を変更するには以下のよ う に進めます ：

! 注意 ! 
を押すこ と によ って、 いつでも機能から抜け出し、 １ つ高い メ ニューレベルに戻る こ と が
でき ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-002

1. 必要な機能に達する まで U または T を押し ま
す。

2. ↵ を押し て、 選択し た機能を入力し ます。

3. W および V を使用し て、 必要なサブ機能を選択
し ます。

（機能にサブ機能が 1 つしかない場合は、 このス
テ ッ プは必要あ り ません。）

4. ↵ を押し て、 選択し たサブ機能を入力し ます。

後の編集プロセスは、 選択し たサブ機能のタ イ
プ （選択 リ ス ト 、 数値によ る機能または英数字
によ る機能） に依存し ます。 詳細は、 以下のセ ク
シ ョ ンに記載されています。

3.

1.

2.

4.

↵↑ ↑

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↵↑ ↑

CLX00basic setup

medium : no build up
cal. type : wet

↑
↑ ↵

CLX18

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↑
↑ ↵

CLX18

value empty : 0.000 %
measure capacity: 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.



操作 リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52

48 エン ド レスハウザー ジ ャパン

選択リ ス ト による編集機能

! 注意 ! 
を押すこ と によ って、 いつでも機能から抜け出し、 １ つ高い メ ニューレベルに戻る こ と が
でき ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-003

1. バーが必要なオプシ ョ ン （こ こ では ： "m"） の と
こ ろに く る まで、 W または V を押し ます。

2. を押し て このオプシ ョ ンを選択し ます。

こ こ で、 新しい値が機器に転送されます。

必要に応じ て、 同様に他のサブ機能を編集する
こ と ができ ます。

1.

2.

↑
↑ ↵

CLX00basic setup

medium : no build up
unit level : m
cal. type : wet

CLX02unit level

%
m
mm

↑
↑ Â

CLX02unit level

%
m
mm

↑
↑ Â
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数値機能および英数字機能の編集

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-004

数値の機能 （" 空調整 ", " 満タ ン （スパン） 調整 " な
ど） または英数字の機能 （" 機器マーキング " など）
を選択する場合は、 数字 / 英数字文字用のエデ ィ タ
が開き ます。

必要な値を以下のよ う に入力し ます ：

1. マーカーが、 最初の位置にあ り ます。 この位置が
必要な値を示すまで、 S または O を押し ます。

2. ↵ を押し て値を入力し、 次の位置に移動し ます。

3. 後の位置に対し て、 同じ手順に従います。

4. すべての必要な位置に入力が済んだら、 マー
カーの と こ ろに ↵ が表示される まで、 S または 
O を押し ます。

5.  ↵ を押し て、 値全体を機器に転送し ます。

4.

1.

2.

3.

5.

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

↑
↑ ↵

CLX04

value empty : 5.500 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

value empty
0.000 %

value empty
5.000 %

value empty
5.000 %

value empty
5.500 %

value empty
5.500 %↵
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入力を行う場合の特別機能

数字および英数字文字用のエデ ィ タでは、 S および O キーで数字および文字を呼び出すだけで
な く 、 情報の入力を よ り 簡単にし、 修正を素早 く 行 う こ と ができ る よ う にする特別編集作業用の
以下のシンボルも呼び出し ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-005

入力 ： マーカーの左の数が機器に転送されます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-006

エスケープ ： エデ ィ タから抜け出し ます。 古い機能値はそのま まです。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-007

次の位置 ： マーカーが次の位置にジ ャ ンプし ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-008

一つ前の位置 ： マーカーが一つ前の位置にジ ャ ンプし ます。

↵
↑

↑ ↵

CLX04

value empty : 5.500 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.
value empty
5.500 %

+–

↵

↑
↑ ↵

CLX04

value empty : 5.500 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.
value empty
5.800 %

+–

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.
value empty
5.500 %

+– ↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

value empty
5.500 %

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.
value empty
5.500 %

+– ↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

value empty
5.500 %
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L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-009

削除 ： 現在の位置およびその右側のすべての位置が削除されます。

測定値表示に戻る

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-010

左側のキーと中央のキーを同時に押すと、 以下の効果があ り ます ：
• 編集モード から機能表示モードへ移動し ます
• 機能表示モード からサブ メ ニューへ移動し ます
• サブ メ ニューから メ イ ン メ ニューへ移動し ます
• メ イ ン メ ニューから測定値表示へ移動し ます。

5.2 エラー メ ッ セージ

リ キキ ャ ッ プMの自己診断機能がエラーを検出する と、関連のソ フ ト キーシンボル が中央のキー
の上に表示されます。
ソ フ ト キーシンボル が点滅し ている場合は、 " 警告 " タ イプのエラーが存在し ます。3) 
このシンボルが継続し て表示されている場合は、 少な く と も 1 つの " ア ラーム " タ イプのエラー
が存在し ます。 3

このキーを押すと、 すべての現在未解決のエラー リ ス ト が表示されます。

↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.
value empty
5.500 %

+– ↵

CLX04

value empty : 0.000 %
measure capacity : 1.79 pF
confirm cal. : yes

empty calibr.

+–

value empty
5.5 %

. . .

↵

CLX00basic setup

medium : no build up
unit level : %
cal. type : wet

↑
↑ ↵↑ ↑

CLX00basic setup

medium : no build up
unit level : %
cal. type : wet

CLX01medium property

no build up
build up

↑
↑ Â

3) " 警告 " と " ア ラーム " と の違いについては、 セ ク シ ョ ン 9.2、 " システムエラー メ ッ セージ " を参照し て く だ さい。
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5.3 設定のロ ッ ク / ロ ッ ク解除

5.3.1 キーロ ッ ク

3 つのキーすべてを同時に押し ます。 次いで、 機器は入力に対し て ロ ッ ク されます。

5.3.2 キーのロ ッ ク解除

3 つのキーすべてを同時に押し ます。 次いで、 機器はロ ッ ク解除されます。

5.3.3 ソ フ ト ウ ェ アのロ ッ ク

ロ ッ クする

"Safety settings ； 安全設定 " 機能に移動し ます。

この メ ニューでは、 "Safety settings ； 安全設定 " （SAX01） 下の "Status ； ステータ ス " サブ機能
に、 機器の現在のロ ッ ク ステータ スが表示されます。 以下の値を表示する こ と ができ ます ：

• ロック解除 
すべてのパラ メ ータ を修正する こ と ができ ます。

• ロック済み
機器は、 操作 メ ニューによ って ロ ッ ク されています。 これは、 "Safety settings ； 安全設定 " 機能
に "100" を入力する こ と によ ってのみ、 再度有効にでき ます。

パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 機器は "Safety settings ； 安全設定 " 機能に移行し ます。 "
キーのロ ッ ク " が " ステータ ス " サブ機能に表示されます。 キーすべてを同時に押し ます。 機
器は元の機能にも ど り 、 すべてのパラ メ ータ を再度変更する こ と ができ ます。

• キーロック済み
機器は、 操作キーによ って ロ ッ ク されています。 これは、 3 つのキーすべてを同時に押すこ と
によ ってのみ、 再度有効にする こ と ができ ます。

! 注意 ! 
ロ ッ ク される と、 キーシンボルがデ ィ スプレ イに表示されます。

5.4 工場出荷設定に リ セ ッ ト （リ セ ッ ト ）

" 警告 ! 
リ セ ッ ト は、 電流値が工場校正値 0 % （4 mA） および 100 % （20 mA） によ って上書き されるので、
測定に影響する場合があ り ます。

リセットの利用
履歴が不明の機器を使用する場合は、 常に リ セ ッ ト を行 う よ う お勧めし ます。

リセットの効果
• すべてのパラ メ ータが工場出荷設定に リ セ ッ ト されます。
• リ ニア ラ イ ズ機能が " リ ニア " に リ セ ッ ト されます。 ただし、利用可能な リ ニア ラ イ ズテーブル

はどれも保持される ため、 必要な場合に再度有効にでき ます。

! 注意 ! 
パラ メ ータの工場出荷設定は、 メ ニュー概要に太字でマーク されます （" 基本設定 " メ ニューを
参照）。

リセットの実行
リ セ ッ ト を実行する には、 "Device properties ； 機器プ ロパテ ィ /Diagnosis ； 自己診断 /Password
reset ； パス ワー ド リ セ ッ ト /Reset ； リ セ ッ ト " 機能で、 値 "333" を入力し ます。
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5.5 ToF Tool-FieldTool パッ ケージによる操作

5.5.1 ToF Tool 操作プログラム

ToF Tool は、タ イ ムオブフ ラ イ ト の原理に基づいたエン ド レ ス + ハウザーレベル計のためのグ ラ
フ ィ ッ ク操作プロ グ ラ ムです。 これは、 機器の、 設定、 データバッ ク ア ッ プ、 信号解析および文
書化をサポー ト する ために使用し ます。 以下のオペレーテ ィ ングシ ス テム をサポー ト し ていま
す ： WinNT4.0、 Win2000 および WinXP。

ToF Tool は、 以下の機能をサポー ト し ています ：
• オン ラ イ ン操作における伝送器の設定
• タ ン ク の リ ニア ラ イ ズ
• 機器データのロードおよび保存 （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）
• 測定データの文書化

! 注意 ! 
ToF Tool は、 機器に同梱されている CD-ROM で提供されます。

メ ニューガイ ド による設定

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-003

接続オプシ ョ ン ：

• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191/195
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5.6 HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーター DXR375 による操作

ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーター DXR375 （フ ィ ール ド コ ミ ュ ニケーター） を使用し て、 メ ニュー
操作によ り 全ての機器機能を設定する こ と ができ ます。

L00-FMI5xxxx-07-00-00-xx-007

DXR375 ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターによ る メ ニ ュー操作 

! 注意 ! 
• HART ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターの詳細については、 キ ャ リ ングケース内の関連機能説明

書を参照し て く ださい。
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6 設定

! 注意 ! 
機器は、エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト 、表示デ ィ スプレ イ、または Field Care/ToF Tool-Field Tool
Package によ り 操作されます。 表示デ ィ スプレ イがエレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト と接続されてい
る場合、機能ボタ ン （- キー/ + キー）、およびエレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト のモード ス イ ッ チは、
非ア ク テ ィ ブにな り ます。 表示デ ィ スプレ イ上の機能ボタ ン、 または Field Care/ToF Tool-Field
Tool Package を使用すれば、 他の設定をすべて実行でき ます。

6.1 設置および機能チ ェ ッ ク

すべての設置後のチェ ッ クおよび接続後のチェ ッ クは、 運転開始前に完了する よ う にし ます ：

• " 設置後のチェ ッ ク " チェ ッ ク リ ス ト → 33 ページ
• " 接続後のチェ ッ ク " チェ ッ ク リ ス ト → 38 ページ

6.2 基本設定
表示 / 操作モジュールな しの設定

こ のセ ク シ ョ ンでは、 FEI50H エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト に装備されている機能ス イ ッ チおよ
び操作キー （-/+） によ る リ キキ ャ ッ プ M の設定について説明し ます。

! 注意 ! 
リキキャップ M 機器は工場出荷時に、導電率が ≥ 100 µS/cm の測定物（例えば、水ベースの液
体、酸、アルカリ ... など）に対応して校正されます。 再校正が必要になるのは、0 % 値または
100 % 値をユーザー固有の要件に合うように調整する場合、タンクの壁面までの距離が < 250 mm
の場合、または液体が非導電性の場合のみです。

! 注意 ! 
" ウ ェ ッ ト " タ イプの校正だけは、 表示 / 操作モジュールな しで行 う こ と ができ ます。 

ウ ェ ッ ト 校正 （" ウ ェ ッ ト " 動作モード） 中に、 0 % 値および / または 100 % 値がユーザー固有の
要件に調整されます。 この校正は、 タ ン ク が空、 満タ ン またはあ る程度満タ ンの場合に行 う こ と
ができ ます。 満タ ン （スパン） 調整中、 プローブは設置された状態で液体によ って覆われている
必要があ り ます。
空 / 満タ ン調整を実行する必要があ り ます。

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-100

–
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6.2.1 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン 1 
操作

標準操作では、 機能ス イ ッ チはポジション  1 にし ます。 

6.2.2 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  4 
測定モー ド

! 注意 ! 
空 / 満タ ン調整を行 う 前に、 測定物の特性を設定する必要があ り ます。 測定物が導電性で、 付着
物を形成する傾向があ る場合は、 "Buildup ； 付着あ り " 動作モード を選択する必要があ り ます。
この動作モード では、 プローブロ ッ ド上の付着物が補償されます。
工場では、 "No buildup ； 付着な し " 動作モード に設定されています。

"Medium property；測定物特性 " サブ機能 

プローブロ ッ ド上に付着物を形成する傾向がない測定物（例えば、水、飲料 ...）には、 "No buildup；
付着なし " 動作モード をセ ッ ト し て く ださい。 100 µS/cm 以上の導電率 （すなわち水ベースの液
体、 酸、 アルカ リ ...） では、 測定値は液体の導電性に依存し ません （濃度変動に依存し ません）。

"Buildup；付着あり " 動作モード では、 ソ フ ト ウ ェ アに組み込まれた付着物補償機能が作動し ま
す。 この動作モード では、 1000 µS/cm 以上の導電率では、 測定値は液体の導電性に依存し ません
（濃度変動に依存し ません）。
これは、 導電性の測定物 （例えば、 ヨーグル ト ） がプローブロ ッ ド に張 り 付 く こ と によ って引き
起こ される測定誤差を補償し ます。 これが付着物補償に相当し ます。

付着物を形成する測定物 （例えば ヨーグル ト ） か、 付着物を形成し ない測定物 （例えば水） かを
選ぶには、 以下の手順を行います。

• 機能ス イ ッ チをポジション  4 にします。
• "Buildup ； 付着あ り " 動作モード

=> 付着物を形成する傾向があ る測定物の場合は、 + キーを押し ます。
=> 緑色 LED が 4 回点滅する こ と によ って入力を確定し ます。

• "No buildup ； 付着な し " 動作モード
=> 付着物を形成する傾向がない測定物の場合は、 - キーを押し ます。
=> 緑色 LED が 4 回点滅する こ と によ って入力を確定し ます。

6.2.3 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  2 
空調整を行う （空タ ン ク用）

タ ン ク が空 （0 %） の場合は、 空調整によ って信号電流を下の値の 4 mA に設定し ます。 空調整が
完了する と 4 mA の電流値が電流計に表示されます。

空調整を行うには以下のように進めます。

• 機能ス イ ッ チをポジション  2 にします。
• 緑色 LED が点滅する まで約 2 秒間、 - キーと + キーを一緒に押し ます。

=> この 2 つのキーを再度解除し ます。
=> 約 5 秒後点滅が停止し ます。 
=> 空調整が保存されます。

6.2.4 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  2 
空調整を行う （ほぼ空のタ ン ク用）

可能であれば、 タ ン ク の正確なレベルが分かっていて、 それが大き過ぎない （< 30 %） こ と が必
要です。
レベルが高すぎ る と、 ゼロ点 （空タ ン ク に相当） の精度が低下し ます。 電流計をエレ ク ト ロニ ッ
ク イ ンサー ト の電流チェ ッ ク に接続する必要があ り ます。
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15 % のレベルが特定された と想定し ます。 こ こ で、15 % のレベルに相当する電流値を決定する必
要があ り ます。 下の電流値を、 +/- キーを使用し て調整でき ます。 + キーは値を増加させ、 - キー
は値を減少させます。 以下の事項も考慮する必要があ り ます ：

1. 下の電流値 （= 空タ ン ク、 0 %） は、 4 mA です。

2. 上の電流値 （= 満タ ン タ ン ク、 100 %） は、 20 mA です。

3. これによ って、 0 % から 100 % までの変化に対し て 16 mA の測定レンジ と な り ます。
すなわち、 レベルが 1 % 上昇する毎に、 電流が 0.16 mA 上昇し ます。

4. 15 % のレベルの場合 15 % × 0.16 mA と な り 、 これは 2.4 mA に等し く な り ます。設定する電
流値を得るには、 これに 4 mA を加え る必要があ り ます ： 2.4 mA + 4 mA = 6.4 mA。

ほぼ空のタンクにおいて空調整を行うには以下のように進めます：

• 機能ス イ ッチをポジション  2 にします。
• 電流値を、 +/- キーを使用し て調整でき ます。 このため、 少な く と も約 2 秒間、 + キーまたは -

キーを押し ます。 接続し たマルチ メ ータ を使用すれば、必要な電流値（> 4 mA）を設定でき ます。
• こ のキーを離すと、 空 （0 %） 調整が保存されます。

6.2.5 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  3 
満タ ン （スパン） 調整を行う （満タ ンのタ ン ク用）

タ ン ク が満タ ン （100 %） の場合、 満タ ン調整によ って信号電流を上の値の 20 mA に設定し ます。
満タ ン調整が完了する と、 20 mA の電流値が電流計に表示されます。

満タン調整を行うには以下のように進めます：

• 機能ス イ ッチをポジション  3 にします。
• 緑色 LED が点滅する まで約 2 秒間、 - キーと + キーを一緒に押し ます。

=> この 2 つのキーを再度解除し ます。
=> 約 5 秒後点滅が停止し ます。 
=> 空調整が保存されます。

6.2.6 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  3 
満タ ン （スパン） 調整を行う （ある程度満タ ンのタ ン ク用）

可能であれば、 タ ン ク の正確なレベルが分かっていて、 それができ るだけ大きい （> 70 %） こ と
が必要です。
レベルが低すぎ る と、 上のポイ ン ト （満タ ン タ ン ク に相当） の精度が低下し ます。 電流計をエレ
ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の電流チェ ッ ク に接続する必要があ り ます。
90 % のレベルが特定された と想定し ます。 こ こ で、90 % のレベルに相当する電流値を測定する必
要があ り ます。 上の電流値を、+/- キーを使用し て調整する こ と ができ ます。+ キーは値を増加さ
せ、 - キーは値を減少させます。

以下の事項も考慮する必要があ り ます ：

1. 下の電流値 （= 空タ ン ク、 0 %） は、 4 mA です。

2. 上の電流値 （= 満タ ン タ ン ク、 100 %） は、 20 mA です。

3. これによ って、 0 % から 100 % までの変化に対し て 16 mA の測定レンジ と な り ます。
すなわち、 レベルが 1 % 上昇する毎に、 電流が 0.16 mA 上昇し ます。

4. 90 % のレベルの場合 90 % × 0.16 mA/% と な り 、 これは 14.4 mA に等し く な り ます。 設定す
る電流値を得るには、 これに 4 mA を加え る必要があ り ます ： 14.4 mA + 4 mA = 18.4 mA

ほぼ空のタンクにおいて満タン（スパン）調整を行うには以下の手順を行います。

• 機能ス イ ッチをポジション  3 にします。
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• 電流値を、+/- キーを使用し て調整でき ます。 このため、少な く と も約2秒間、+ キーまたは- キー
を押し ます。 接続し たマルチ メ ータ を使用すれば、 必要な電流値 （<20 mA） を設定でき ます。

• こ のキーを離すと、 満タ ン （スパン） 調整が保存されます。

6.2.7 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  5 
測定レンジ

工場において、 測定レ ンジは常に受注し たプ ローブ長に校正さ れます。 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ン
サー ト に別のプローブを使用する場合は、 測定レ ンジをプローブ長に合わせて設定する必要があ
り ます。
測定レンジ 2000 pF （プローブ長 < 6 m） または 4000 pF （プローブ長 > 6 m） を設定するには以
下のよ う に進めます ：

• 機能ス イ ッ チをポジション  5 にします。
• - キーを押し て 2000 pF に設定し ます

=> 赤色 LED が一時的に点滅する こ と によ って入力を確定し ます。
• + キーを押し て 4000 pF に設定し ます

=> 赤色 LED が一時的に点滅する こ と によ って入力を確定し ます。

6.2.8 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  6 
セルフ テス ト －開発中

! 注意 ! 
• バージ ョ ン FW ： V 01.03.00 以降
• 動作テス ト を自動的に開始する前後に、 指示レベル値が実際のレベル値に一致し ているかど う

かを検査する必要があ り ます。

セルフテス ト を作動させる と、 電流出力は 4 mA にセ ッ ト され、 22 mA にな る まで上昇し ます。
このテス ト は約 35 秒で完了し ます。

機器セルフテス ト を作動させるには以下のよ う に進めます ：

• 機能ス イ ッ チをポジション  6 にします。
• + キー と - キーを一緒に押し て、 機能テス ト を開始し ます

=> 緑色 LED が 2 回点滅する こ と によ って入力を確定し ます。

! 注意 ! 
セルフテス ト 後、 機器は自動的に動作モード に戻 り ます。

6.2.9 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  7 
"reset" ； リ セ ッ ト  - 工場出荷設定の回復 

" 警告 ! 
リ セ ッ ト は、 電流値が工場校正 （0 % （4 mA） および 100 % （20 mA）） の値に上書き されるので、
測定に影響を与え る こ と があ り ます。

工場出荷設定を回復させるには以下のよ う に進めます ：

• 機能ス イ ッ チをポジション  7 にします。
• 赤色 LED が点滅を開始する まで、 - キーと + キーを一緒に押し ます。

=> この 2 つのキーを再度離すこ と ができ ます。
=> 機器の リ セ ッ ト が実行され、 赤色 LED がすばや く 点滅し な く なった ら完了です。

6.2.10 機能スイ ッ チ - ポジシ ョ ン  8 
センサ DAT のダウンロー ド / ア ッ プロー ド

この機能では、 校正値を転送する こ と ができ ます。 以下の 2 つのタ イプに区別されます ：
• プローブは取 り 替え済みで、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は引き続き使用し ます。
• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は取 り 替えま し たが、 プローブは引き続き使用し ます。
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この種の例の場合は、 センサからエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト へ、 またはエレ ク ト ロニ ッ ク イ ン
サー ト からセンサへすでに設定された校正値を転送する こ と ができ ます。

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト からセンサへ校正値を転送するには以下のよ う に進めます ：
ダウンロード
• 機能ス イ ッチをポジション  8 にします。
• - キーを押し て、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト から センサへのダウ ン ロード を開始し ます。

=> 緑色の LED が約 2 秒間点滅し、 これによ り 入力を確定し ます。
=> こ こ で、 機器が再起動し ます。

センサからエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト へ校正値を転送するには以下のよ う に進めます ：
Upload；アップロード
• 機能ス イ ッチをポジション  8 にします。
• + キーを押し て、 センサからエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト へのア ッ プロード を開始し ます。

=> 緑色の LED が約 2 秒間点滅し、 これによ り 入力を確定し ます。
=> こ こ で、 機器が再起動し ます。
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6.3 " 基本設定 " メ ニュー
表示 / 操作モジュールによる設定

! 注意 ! 
このセ ク シ ョ ンには、 表示 / 操作モジュールによ る リ キキ ャ ッ プ M の設定方法が記載されてい
ます。 Field Care/ToF Tool-Field Tool Package または DXR375 ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターによ
る設定の手順 と 同じ です。 詳細については、 Field Care/ToF Tool-Field Tool Package （BA 224F/
00） 用または DXR375 用 （ハン ド ヘル ド コ ミ ュ ニケーターに同梱） の取扱説明書 を参照し て く
ださい。

6.3.1 初期設定

最初の起動時に、 表示テキス ト 用の言語を選択する必要があ り ます。
この選択の後に、 測定値が表示されます。

! 注意 ! 
計器で リ セ ッ ト が実行された場合、 電源供給が再度オフ された場合は、 表示テキス ト の言語を
再度選択する必要があ り ます。

メニュー構造：メインメニュー

メ イ ン メ ニューは、 右の Enter キー ↵ によ って有効にし ます。 

以下の メ ニュー項目が表示されます。 これらについては、 以下のページに詳細が記載されていま
す ：

• "Basic setup；基本設定 "
• "Safety setting；安全設定 " （ 66 ページ以降参照）
• "Linearization；リニアライズ " （ 70 ページ以降参照）
• "Output；出力 " （ 76 ページ以降参照）
• "Device properties；機器プロパティ " （ 80 ページ以降参照）

! 注意 ! 
リ キキ ャ ッ プ M 機器は工場出荷時に、 導電率が ≥ 100 µS/cm の測定物 （例えば、 水ベースの液
体、 酸、 アルカ リ ... など） に対応し て校正されます。 再校正が必要にな るのは、 0 % 値または
100 % 値をユーザー固有の要件に合 う よ う に調整する場合、 タ ン ク の壁面までの距離が < 250 mm
の場合、 または液体が非導電性の場合のみです。

! 注意 ! 
一般に、 以下の 2 つのタ イプの校正に区別されます ：

• ウェット校正 ：
ウ ェ ッ ト 校正 （" ウ ェ ッ ト " 動作モー ド） 中、 プローブは設置された状態で液体によ って覆わ
れている必要があ り ます。 この校正は、 タ ン ク が空、 満タ ン またはあ る程度満タ ンの場合に行
う こ と ができ ます。 
空 / 満タ ン調整を実行する必要があ り ます。

L00-FMI5xxxx-15-05-xx-en-000
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• ドライ校正
ド ラ イ校正中、 空 / 満タ ン調整は、 プローブを液体に接触させずに実行する こ と ができ ます。 
校正値は、 例えば長さ の単位 （例 ： m、 mm ...） で直接入力する こ と ができ ます。

"Basic setup ； 基本設定 " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニュー 機能 サブ機能 機能値

Basic setup ； 基本設定 Basic setup ； 基本設定 Medium property ； 測定物特性 no buildup；付着なし1)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

buildup ； 付着あ り

Cal. type ； 校正タ イプ Dry ； ド ラ イ

Wet；ウェット

Medium property ； 測定物特性2)

2) こ の機能は、 サブ機能 "Cal. type ； 校正タ イプ " の下で、 機能値 "Dry ； ド ラ イ " が選択されている場合のみ表示され
ます。 

Medium property ； 測定物特性 Conductive；導電性

Nonconductive ； 非導電性

interface ； 界面

unknown ； 不明

DC value ； DC 値3)

3) こ のサブ機能は、 サブ機能 "Medium property ； 測定物特性 " の下で、 機能値 "Non-conductive ； 非導電性 " が選択され
ている場合にのみ表示されます。

Value ； 値

Unit level ； 単位レベル4)

4) こ のサブ機能は、 サブ機能 "Medium property ； 測定物特性 " の下で、 機能値 "Non-conductive ； 非導電性 " または
"Conductive ； 導電性 " が選択されている場合にのみ表示されます。

% （パーセンテージ）

M

mm

ft ； フ ィ ー ト

inch ； イ ンチ

Empty calibr. ； 空 （0 %） 調整 Value empty ； 空の値 0 %

Measure capacity ；
測定静電容量

xxxx pF

Confirm cal. ； 校正確定 Yes；はい

Full calibr. ； 満タ ン調整 Value full ； 満タ ンの値 100 %

Measure capacity ；
測定静電容量

xxxx pF

Confirm cal. ； 校正確定 Yes；はい

出力積分 出力積分 1 s；1 秒

↑ ↑
↑

↑
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6.3.2 "Basic setup ； 基本設定 " 機能

"Medium property ； 測定物特性 " サブ機能 

プローブロ ッ ド上に付着物を形成する傾向がない測定物（例えば、水、飲料 ...）には、 "No buildup；
付着なし " 動作モード をセ ッ ト し て く ださい。 100 µS/cm 以上の導電率 （すなわち水ベースの液
体、 酸、 アルカ リ ...） では、 測定値は液体の導電性に依存し ません （濃度変動に依存し ません）。

"Buildup；付着あり " 動作モード では、 ソ フ ト ウ ェ アに組み込まれた付着物補償機能が作動し ま
す。 こ の動作モード では、 1000 µS/cm 以上の導電率では、 測定値は液体の導電性に依存し ません
（濃度変動に依存し ません）。
これは、 導電性の測定物 （例えば、 ヨーグル ト ） がプローブロ ッ ド に張 り 付 く こ と によ って引き
起こ される測定誤差を補償し ます。 これが付着物補償に相当し ます。

"Cal. type ； 校正タ イプ " サブ機能 

"Dry；ドライ " 校正タ イプでは、 空 / 満タ ン調整は、 プローブを液体に接触させずに実行する こ
と ができ ます。 校正値は、 例えば長さ の単位 （例 ： m、 mm ...） で直接入力する こ と ができ ます。

"Wet；ウェット " 校正タ イプでは、 プローブは設置された状態で液体によ って覆われている必要
があ り ます。 こ の校正は、 タ ン ク があ る程度満タ ンの場合 （100 % 以下） にも行 う こ と ができ ま
す。 空調整と満タ ン調整を行 う 必要があ り ます。

6.3.3 "Medium property ； 測定物特性 " 機能

! 注意 ! 
この機能は、 "Cal. type ； 校正タ イプ " サブ機能の下で、 "Dry ； ド ラ イ " オプシ ョ ンが選択され
ている場合のみ表示されます。

"Medium property ； 測定物特性 " サブ機能 

測定物の特性を こ こに入力し ます。

• "Nonconductive；非導電性 " ： 測定物の導電率が ≥ 1 µS/cm です。
• "Conductive；導電性 " ： 測定物の導電率が ≥ 100 µS/cm です。
• "Interface；界面 "：ToF Tool の操作プロ グ ラ ムに、 2 つの測定物特性を入力する こ と ができ ま

す。 これで、 関連校正値が計算されます。
• "unknown；不明 " ： 測定物特性が不明です。 "Empty calibr. ； 空 （0 %） 調整 " および "Full calibr ；

満タ ン （スパン） 調整 " 機能の静電容量値を直接入力する こ と ができ ます。

"DC value ； DC 値 " サブ機能

! 注意 ! 
このサブ機能は、 "Medium property ； 測定物特性 " サブ機能の下で、 "Non-conductive ； 非導電性
" オプシ ョ ンが選択されている場合にのみ表示されます。

計測する液体の比誘電率を こ こに入力し ます （例えば 3.4）。

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-003

⇒

Basic setup  CLX00

Medium ； 対象物 ： no buildup ； 付
着な し

Cal. type ； 校正タ イプ ： We t ；
ウ ェ ッ ト

↵↑ ↑

CLX00basic setup

medium : no build up
cal. type : wet
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"Unit level ； 単位レベル " サブ機能 

! 注意 ! 
このサブ機能は、 サブ機能 "Medium property ； 測定物特性 " の下で、 機能値 "Conductive ； 導電性
" または "Non-conductive ； 非導電性 " が選択されている場合にのみ表示されます。

基本設定用に必要な液位レベル単位を こ こに入力し ます。

6.3.4 "Empty calibr. ； 空 （0 %） 調整 " 機能 （" ウ ェ ッ ト " 動作モー ド）

! 注意 ! 
CapCalc.xls を使用すれば、 校正データ を計算でき ます。 → 84 ページを参照し て く ださい。

"Empty calibration ；空 （0 %） 調整 " によ って、0 % または 4 mA の値がレベル値に割当て られます。

! 注意 ! 
この手順は、" ウ ェ ッ ト " タ イプの校正に適用されます。 " ド ラ イ " 校正については、後述し ます。

"Value empty ； 空の値 " サブ機能

現時点でのレベル値を こ こに入力し ます。 例えば、
5 % の一部充填 => " 空の値 " 5 % または
0 % の一部充填 => " 空の値 " 0 %

! 注意 ! 
校正エラーを最小に保つには、 このレベルを 0 % ～ 30 % にする よ う にし ます。

"Measure capacity ； 静電容量測定 " サブ機能

現在測定されている静電容量値がこ こに表示されます。

"Confirm cal. ； 校正確定 " サブ機能

この機能では、 空 （0 %） 調整が確定され、 現在測定されている "Measure capacity ； 測定静電容量
" が、 上記で入力し たパーセンテージのレベル値 （" 空の値 "） に割当て られます。

6.3.5 "Full calibr. ； 満タ ン （スパン） 調整 " 機能 （" ウ ェ ッ ト " 動作モー ド）

"Fill calibration ； 満タ ン （スパン） 調整 " によ って、 100 % または 20 mA の値がレベル値に割当て
られます。

! 注意 ! 
この手順は、 " ウ ェ ッ ト " タ イプの校正に適用されます。 " ド ラ イ " 校正については、 後述し ま
す。

"Value full ； 満タ ンの値 " サブ機能 

現時点でのレベル値を こ こに入力し ます。
例えば、 90 %  の一部充填 => " 満タ ンの値 " 90 % 
または 100 % 充填 => " 満タ ンの値 " 100 %

! 注意 ! 
校正エラーを最小に保つには、 このレベルを 70 % ～ 100 % にする よ う にし ます。

"Measure capacity ； 静電容量測定 " サブ機能

現在測定されている静電容量値がこ こに表示されます。

"Confirm cal. ； 校正確定 " サブ機能

満タ ン （スパン） 調整を確定するには、 このサブ機能を使用する必要があ り ます。
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6.3.6 "Empty calibr. ； 空 （0 %） 調整 " 機能 （" ド ラ イ " 動作モー ド）

測定物特性を導電性または非導電性に設定し た場合、 " 空 " の値を直接長さの単位で入力でき ま
す。

"Value empty ； 空の値 " サブ機能、 測定物特性 （導電性、 非導電性）

"Cap. empty ； 空の静電容量 " サブ機能 

計算された静電容量値がこ こに表示されます。 こ のフ ィ ール ド は編集する こ と ができ ません。

"Confirm cal. ； 校正確定 " サブ機能

このサブ機能では、 空調整が確定されます。

6.3.7 導電性測定物および非導電性測定物対応 "Full calibration ： 満タ ン （ス
パン） 調整 " 機能 （" ド ラ イ " 動作モー ド）

" 満タ ン " の値を直接長さ の単位で入力でき ます。

"Value full ； 満タ ンの値 " サブ機能、 測定物特性 （導電性、 非導電性）

"Cap. full ； 満タ ンの静電容量 " サブ機能 

計算された静電容量値がこ こに表示されます。 こ のフ ィ ール ド は編集する こ と ができ ません。

この機能では、 距離 E、 すなわち最小レベル と
最大レベル間の距離を指定し ます。

値 E ：
空 （0％） 調整 ≤ プローブ感知部

E ≤ L1 - （ネジ長 H2 + プラ グ）

ネジ長 ：
G1½ の H2 = 25 mm
G < 1½ の H2 = 19 mm

プラ グ ：

10 mm ロ ッ ド = 10 mm

16 mm ロ ッ ド = 15 mm

22 mm ロ ッ ド = 15 mm

L00-FMIxxxxx-19-00-00-xx-013

この機能では、 スパン F、 すなわちゼロ点から
必要な 100 % ポイ ン ト までの距離を指定し ます。

"Value full ； 満タ ンの値 "

F ≤ E "Value empty ； 空の値 " → 64 ページ

L00-FMIxxxxx-19-00-00-xx-014

E

4 mA

0 %

L3

L1

4 mA

0 %

L3

L1

20 mA

100 %

F
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"Confirm cal. ； 校正確定 " サブ機能

このサブ機能では、 満タ ン調整が確定されます。

6.3.8 "Empty calibration ； 空 （0 %） 調整 " 機能 （"Interface ； 界面 " または
"Unknown ； 不明 " 測定物特性の " ド ラ イ " 動作モー ド）

"Value empty ； 空の値 " サブ機能

このフ ィ ール ド は 0 % を表示し、 編集でき ません

"Cap. empty ； 空の静電容量 " サブ機能 

CapCalc.xls で計算された静電容量値、 例えば、 こ こ では、 ToF Tool 内の静電容量計算プロ グ ラ ム
が入力されます。

"Confirm cal. ； 校正確定 " サブ機能

空 （0 %） 調整を確定するには、 このサブ機能を使用する必要があ り ます。

6.3.9 "Full calibration ； 満タ ン （スパン） 調整 " 機能 （"Interface" ； 界面また
は "Unknown" ； 不明測定物特性の " ド ラ イ " 動作モー ド）

"Value full ； 満タ ンの値 " サブ機能 

このフ ィ ール ド は 100 % を表示し、 編集でき ません

"Cap. full ； 満タ ンの静電容量 " サブ機能 

CapCalc.xls で計算された静電容量値、 例えば、 こ こ では、 ToF Tool 内の静電容量計算プロ グ ラ ム
が入力されます。

"Confirm cal. ； 校正確定 " サブ機能

満タ ン （スパン） 調整を確定するには、 このサブ機能を使用する必要があ り ます。

6.3.10 "Output damping ； 出力積分 " 機能 

この機能では、 レベルの変化に対する測定機器の反応時間を設定する こ と ができ ます。 液面が荒
れている場合は、 よ り 大きい出力積分 （例えば、 2 秒） を選択する よ う にし ます。



設定 リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52

66 エン ド レスハウザー ジ ャパン

6.4 "Safety settings ； 安全設定 " メ ニュー

"Safety settings ； 安全設定 " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

6.4.1 "Safety settings ； 安全設定 " 機能

"Code ； コー ド " サブ機能

この機能では、 無許可または過失によ る変更に備えて機器を ロ ッ クする こ と ができ ます。

• 数値 ≠100 を入力し て、機器を ロ ッ ク し ます。 これで、パラ メ ータは修正する こ と ができ な く な
り ます。

• "100" を入力し て、機器のロ ッ ク を解除し ます。 これで、パラ メ ータ を再び修正する こ と ができ
ます。

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-004

⇒
Safety settings  SAX01

Code ： 100

Status ： unlocked↵↑ ↑

SAX01safety settings

code : 100
status : unlocked

メ ニ ュー 機能 サブ機能 機能値

Safety settings ； 安全設定 Safety settings ； 安全設定 Code ； コー ド 1001)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

Status ； ステータ ス Unlocked；ロック解除 

Locked ； ロ ッ ク済み

Safety settings ； 安全設定 Operating mode ； 動作モー ド 標準

SIL/WHG

出力積分 1 s；1 秒

Output 1 ； 出力 1 Max ； 最大

Parameter okay ； パラ メ ータ
OK

no ； いいえ

Yes ； はい

Safety settings ； 安全設定 Cap. empty ； 空の静電容量 x,xx pF

Value empty ； 空の値 x,xxx %

Cap. full ； 満タ ンの静電容量 2000.00 pF

Value full ； 満タ ンの値 100,000 %

Parameter okay ； パラ メ ータ
OK

no ； いいえ

Yes ； はい

Operating mode ； 動作モー ド Operating mode ； 動作モー ド 標準

SIL/WHG

SIL op. mode ； SIL オプシ ョ ン
モー ド 2)

2) こ のサブ機能は、 "Operating mode ； 動作モー ド " サブ機能の下で、 "SIL/WHG" オプシ ョ ンが選択されている場合の
み表示されます。

Unlocked；ロック解除 

Locked ； ロ ッ ク済み

Status ； ステータ ス Unlocked；ロック解除 

Locked ； ロ ッ ク済み

Output on alarm ； ア ラーム時
の出力

出力 Max；最大

Hold ； ホール ド

User-spec. ； ユーザー指定

Output value ； 出力値3)

3) こ のサブ機能は、 "Output ； 出力 " サブ機能の下で、 "User-specific ； ユーザー指定 " オプシ ョ ンが選択されている場
合のみ表示されます。

xx.xx mA

Proof test ； 動作テス ト Proof test ； 動作テス ト Off；オフ

On ； オン

↑ ↑
↑

↑
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"Status ； ステータ ス " サブ機能

このサブ機能には、 機器の現在のロ ッ ク状態が表示されます。 以下の値を表示する こ と ができ ま
す ：

• "Unlocked；ロック解除 "
すべての書き換え可能なパラ メ ータ を修正する こ と ができ ます。

• "Locked；ロック済み "
機器は、 操作 メ ニューによ って ロ ッ ク されています （"Code ； コード " サブ機能 ). "Code ； コー
ド " サブ機能に "100" を入力する こ と によ ってのみ、 機器のロ ッ ク を解除でき ます。

6.4.2 "Safety settings ； 安全設定 " 機能

"Operating mode ； 動作モー ド " サブ機能

このサブ機能では、 設定し た動作モード が表示され、 編集でき ません
可能な動作モード ：
• 標準
• SIL/WHG

"Output damping ； 出力積分 " サブ機能 

このサブ機能では、 設定し た出力積分を表示し ます。 出力積分と は、 レベルの変化に測定システ
ムが反応する時間であ り 、 0 ～ 60 秒です。

"Output 1 ： 出力 1" サブ機能

このサブ機能では、 ア ラーム状態で出力が と る設定値が表示されます。 可能な値 ：

• MAX ； 最大 （22 mA）
• Hold ； ホール ド （最後の値が保持されます）
• User-spec. ； ユーザー指定

"Parameter okay ； パラ メ ータ OK" サブ機能

このサブ機能を使用し て、 "Safety settings II ； 安全設定 II" 機能の下に表示されているパラ メ ータ
値が適切であ る こ と を確定し ます。

! 注意 ! 
機器を、SIL/WHG 動作モード に対応し て ロ ッ ク でき る よ う に、"Parameter okay ； パラ メ ータ OK"
サブ機能は、 "Yes ； はい " を使用し て確定する必要があ り ます。 さ らに、 "Operating mode ； 動作
モード " サブ機能に SIL/WHG 機能値を選択する必要があ り 、 "Status ； ステータ ス " サブ機能の
場合には、 "Locked ； ロ ッ ク済み " を設定する必要があ り ます。 特殊な解除コード を使用すれば、
機器のロ ッ ク を解除でき ます。 この解除コード は "7452" です。

6.4.3 "Safety settings ； 安全設定 " 機能

"Cap. empty ； 空の静電容量 " サブ機能 

このサブ機能では、 空 （0 %） 調整中に測定された静電容量が表示されます （単位 ： pF）。

"Value empty ； 空の値 " サブ機能

このサブ機能では、 空 （0 %） 調整値が表示されます （単位 ： %）。

"Cap. full ； 満タ ンの静電容量 " サブ機能 

このサブ機能では、 満タ ン （スパン） 調整中に測定された静電容量が表示されます （単位 ： pF）。

"Value full ； 満タ ンの値 " サブ機能 

このサブ機能では、 満タ ン （スパン） 調整値が表示されます （単位 ： %）。
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"Parameter okay ； パラ メ ータ OK" サブ機能

このサブ機能を使用し て、 "Safety settings II ； 安全設定 II" 機能の下に表示されているパラ メ ータ
値が適切であ る こ と を確定し ます。

! 注意 ! 
機器を、SIL/WHG 動作モード に対応し て ロ ッ ク でき る よ う に、"Parameter okay； パラ メ ータ OK"
サブ機能は、 "Yes ； はい " を使用し て確定する必要があ り ます。 さ らに、 "Operating mode ； 動作
モード " サブ機能に SIL/WHG 機能値を選択する必要があ り 、 "Status ； ステータ ス " サブ機能の
場合には、 "Locked ； ロ ッ ク済み " を設定する必要があ り ます。 特殊な解除コード を使用すれば、
機器のロ ッ ク を解除でき ます。 こ の解除コード は "7452" です。

6.4.4 "Operating mode ； 動作モー ド " 機能

"Operating mode ； 動作モー ド " サブ機能

この機能では、 標準動作モード から SIL/WHG 動作モード に切 り 替え る こ と ができ ます。

• "Standard；標準 "
• "SIL/WHG；SIL/WHG"

"SIL/WHG" 動作モード では、 以下のパラ メ ータ を、 定義し た値に設定でき ます。
• 出力積分 ： 出力積分が "1 秒 " に固定されます。
• ア ラーム時の出力 ： "output on alarm ； ア ラーム時の出力 " 機能が "22 mA" に固定されます。

SIL/WHG" 動作モー ド では、 機器の周期的な自己診断が実行されます （例えば、 メ モ リ テス ト 、
プロセ ッ サテス ト 、 電流出力 ...）。

"SIL Operating mode ； SIL 動作モー ド " サブ機能

このサブ機能では、 機器を ロ ッ ク またはロ ッ ク解除でき ます。 ロ ッ ク状態では、 パラ メ ータ を変
更でき ません。

"Status ； ステータ ス " サブ機能

このサブ機能には、 機器の現在のロ ッ ク状態が表示されます。 以下の値を表示する こ と ができ
ます ：

• "Unlocked；ロック解除 "
すべての書き換え可能なパラ メ ータ を修正する こ と ができ ます。

• "Locked；ロック済み "
機器は、 操作 メ ニューによ って ロ ッ ク されています （"Code ； コード " サブ機能 )。 "Code ； コー
ド " サブ機能に "100" を入力する こ と によ ってのみ、 機器のロ ッ ク を解除でき ます。

6.4.5 "Safety settings ； 安全設定 " 機能

"Operating mode ； 動作モー ド " サブ機能

入力された "Standard ； 標準 " 動作モード または "SIL/WHG" 動作モード がこ こに表示されます。

"Output damping ； 出力積分 " サブ機能 

入力し た出力積分がこ こに表示されます。

"Value empty ； 空の値 " サブ機能

空調整の静電容量値がこ こに表示されます。

"Value full ； 満タ ンの値 " サブ機能 

満タ ン調整の静電容量値がこ こに表示されます。
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6.4.6 "Output on alarm ； アラーム時の出力 " 機能

"Output ； 出力 " サブ機能

この機能では、 ア ラーム状態が生じ た場合に該当出力が と る値を決定し ます。

オプション：
• "Max；最大 "

22 mA

• "Hold；ホールド "
最後の値が保持されます。

• User-spec.；ユーザー指定
"Output value ； 出力値 " サブ機能で定義し た値

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-006

A: Max ； 最大 ; B: User-specific ； ユーザー指定 （3.8 ～ 22 mA） ; C: Hold ； ホール ド

"Output value ； 出力値 " サブ機能 
（"Output ； 出力 ", "User-specific ； ユーザー指定 " のみ）

この機能では、 ア ラーム状態時に電流出力が と るユーザー指定の値を指定し ます。

• 値レ ンジ ： 3.8 ～ 22 mA

6.4.7 "Proof test ； 動作テス ト " 機能 （セルフ テス ト ） －開発中

! 注意 ! 
バージ ョ ン FW ： V 01.03.00 以降

! 注意 ! 
動作テス ト を自動的に開始する前後に、 指示レベル値が実際のレベル値に一致し ているかど う か
を検査する必要があ り ます。

"Proof test ； 動作テス ト " サブ機能

このサブ機能では、 機器のセルフテス ト を作動させます。 機能に関連するすべての電子部品の試
験が行われます 。 電流出力は、 3.8 ～ 20.5 mA の範囲を約 10 秒の立ち上が り 時間で増加し ます。

! 注意 ! 
セルフテス ト 後、 機器は自動的に動作モード に戻 り ます。

t

[mA]

22

t

[mA]

22

3.8
t

[mA]

22

A C

B
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6.5 "Linearization ； リ ニアラ イズ " メ ニュー

" Linearization ； リ ニア ラ イ ズ " は、 レベルを任意の単位に変換するのに使用し ます。 任意の形状
のタ ン ク における体積または質量を決定する こ と ができ ます。 リ キキ ャ ッ プ M では、 よ く あ る状
況に応じ て各種 リ ニア ラ イ ズモード を使用でき ます。 さ らに、 任意の形状のタ ン クおよびコ ンテ
ナ用に リ ニア ラ イ ズテーブルを入力でき ます。

" Linearization ； リ ニア ラ イ ズ " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-005

⇒
Linearisation  L1008

Type ： None

Mode ： Level

Simulation ： Sim. off

! 注意 ! 

サブ機能の番号およびタ イプは、

選択し た リ ニア ラ イ ズタ イプに依存し ます。

" タ イプ " および " モード " サブ機能のみ、 常に使用可能
です。

↵↑ ↑

L1008linearisation

type : none
mode : level
simulation : sim. off

メ ニ ュー 機能 サブ機能 機能値 追加の機能値

Linearization ；
リ ニア ラ イ ズ

Linearization ； リ ニア
ラ イ ズ

Type ； タ イプ None ； な し

Linear；リニア1)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

"Horizontal cyl" ； 枕タ ン
ク 2)

"Sphere" ； 球形タ ン ク 2

Pyramid bottom ； ピ ラ
ミ ッ ド ボ ト ム型タ ン ク 3)

Conical bottom ； 円錐ボ
ト ム 3

Angled bottom ； 傾斜ボ
ト ム 3

Table ； テーブル

Mode ； モー ド level；レベル

ullage ； 目減 り

Simulation ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン

Sim. off；シミュレー
ションオフ

Sim. level ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン レベル

Sim. volume ； シ ミ ュ
レーシ ョ ン体積

Sim. level value ； シ ミ ュ
レーシ ョ ン レベル値4)、
または

xx.x %

Sim. vol. value ； シ ミ ュ
レーシ ョ ン体積値 4

xx.x %

Linearization ； リ ニア
ラ イ ズ

Customer unit ； ユー
ザー単位

% （パーセンテージ）、 l、 hl、 m3、 dm3、 cm3、 ft3、 米ガ
ロ ン、 英ガロ ン、 kg、 t、 lb、 ton、 m3、 ft3、 mm、 イ ン
チ、 ユーザー指定。

Customized text ； カ ス
タ マイ ズテキス ト 5)

～

Diameter ； 直径6) xxxx m

Intermed. height ； 中間
高7)

xx m

Edit ； 編集8) Read；読み取り Table No. ； テーブル番号 ： 1
Input level ； 入力レベル ： x m
Input volume ； 入力体積 ： %

Manual ； マニ ュ アル Table No. ； テーブル番号 ： 1
Input level ； 入力レベル ： x m
Input volume ； 入力体積 ： %

Semi-automat. ； 半自動 Table No. ； テーブル番号 ： 1
Input level ； 入力レベル ： x m
Input volume ； 入力体積 ： %

delete ； 削除

Status table ； ステータ
ステーブル 7

enabled ； 有効

Disabled；無効

Max. scale ； 最大ス ケー
ル9)

100 %

↑ ↑
↑

↑
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6.5.1 "Linearisation ； リ ニアラ イズ " 機能 

"Type ； タ イプ " サブ機能

このサブ機能では、 リ ニア ラ イ ズのタ イプを選択し ます。

オプション：
• "None；なし "

こ のタ イプの リ ニア ラ イ ズでは、 測定レベルは変換されず、 選択し た単位レベルで リ ニアに出
力されます （"Unit level ； 単位レベル " 機能参照）。

• Linear；リニア
こ のタ イプの リ ニア ラ イ ズでは、 測定値出力が測定レベルに対し て リ ニアです。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-001

追加パラ メ ータ と し て、 以下の事項を指定する必要があ り ます ：
• リ ニア ラ イ ズ済みの値用の単位、例えば kg、m3、ft3、... （"Customer unit；ユーザー単位 " サブ機能）
• " ユーザー単位で測定された最大タ ン ク量 （a） （"Max. tank contents；最大タンク量サブ機能）。

2) こ の機能に値を入力する場合は、 これ と は別に "Diameter ； 直径 " サブ機能の値も入力する必要があ り ます。

3) こ の機能に値を入力する場合は、 これ と は別に "Intermed. height ； 中間高 " サブ機能の値も入力する必要があ り ま
す。

4) こ の機能は、 "Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ機能の下で、 "Sim. off ； シ ミ ュ レーシ ョ ンオフ " オプシ ョ ンが選
択されていない場合のみ表示されます。

5) こ の機能は、 " Customer unit ； ユーザー単位 " サブ機能の下で "User-spec. ； ユーザー指定 " オプシ ョ ンが選択され
ている場合にのみ表示されます。

6) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "horizontal cyl ； 枕タ ン ク " または "sphere ； 球形タ ン ク " オプシ ョ ン
が選択されている場合のみ表示されます。

7) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "pyramid bottom ； ピ ラ ミ ッ ド ボ ト ム型タ ン ク "、 "conical bottom ； 円
錐ボ ト ム型タ ン ク " または "angled bottom ； 傾斜ボ ト ム型タ ン ク " オプシ ョ ンのいずれかが選択されている場合のみ
表示されます。

8) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "Table ； テーブル " オプシ ョ ンが選択されている場合のみ表示され
ます。

9) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "Table ； テーブル " オプシ ョ ンが選択されている場合にのみ表示さ
れます。

4 mA
0 %

kg, m³, ft³, ...

(a)

20 mA
100 %
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オプション：
• horizontal cyl；枕タンク
• "sphere；球形タンク

こ の タ イ プの リ ニア ラ イ ズでは、 球形タ ン ク ま たは枕タ ン ク の体積がレベルか ら計算さ れま
す。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-002

追加パラ メ ータ と し て、 以下の事項を指定する必要があ り ます ：
• リ ニア ラ イ ズ済みの値用の単位、例えば kg、m3、ft3、... （"Customer unit；ユーザー単位 " サブ機能）
• 枕タ ン ク または球形タ ン ク の直径 （D） （"Diameter；直径 " サブ機能）
• " ユーザー単位で測定された最大タ ン ク量 （a） （"Max. tank contents；最大タンク量サブ機能）。

オプション：
• pyramid bottom；ピラミッドボトム型タンク
• conical bottom；円錐ボトム
• angled；傾斜ボトム

こ のタ イプの リ ニア ラ イ ズでは、 該当する タ ン ク の体積が、 測定レベルから計算されます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-003

追加パラ メ ータ と し て、 以下の事項を指定する必要があ り ます ：
• リ ニア ラ イ ズ済みの値用の単位、例えば kg、m3、ft3、... （"Customer unit；ユーザー単位 " サブ機能）
• 上記の図によ る中間高 H （"Intermed. height；中間高 " サブ機能）
• " ユーザー単位で測定された最大タ ン ク量 （a） （"Max. tank contents；最大タンク量サブ機能）

4 mA
0 %

kg, m³, ft³, ...

(a)

20 mA
100 %

(D) ø

H

4 mA
0 %

kg, m³, ft³, ...

(a)

20 mA
100 %
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オプション：
• Table；テーブル

こ のタ イプの リ ニア ラ イ ズでは、 リ ニア ラ イ ズテーブルを使用し て測定値が計算されます。 こ
のテーブルは、最大 32 対の " レベル - 体積 " 値を含むこ と ができ ます。 こ のテーブルは、単調
増加する ものであ る必要があ り ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-004

追加パラ メ ータ と し て、 以下の事項を指定する必要があ り ます ：
• リ ニア ラ イ ズ済みの値用の単位 （"Customer unit；ユーザー単位 " サブ機能）
• リ ニア ラ イ ズテーブル （"Edit；編集 " サブ機能）

"Mode ； モー ド " サブ機能

"Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ機能

このサブ機能では、 "Sim. level value ； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル値 " の下でレベルを入力、 あ るい
は "Sim. vol value ； シ ミ ュ レーシ ョ ン体積値 " の下で体積を入力する こ と によ って、 レベルまた
は体積をシ ミ ュ レーシ ョ ンができ ます。

"Sim. level value ； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル値 " または "Sim. vol. value ； シ ミ ュ レーシ ョ
ン体積値 " サブ機能

このサブ機能では、 レベルまたは体積値を入力し て、 シ ミ ュ レーシ ョ ンする こ と ができ ます。

6.5.2 "Linearisation ； リ ニアラ イズ " 機能 

"Customer unit ； ユーザー単位 " サブ機能

この機能では、 リ ニア ラ イ ズ される値に必要な単位を入力し ます
（例えば、 kg、 m3、 ft3、 ...）。

この機能では、 測定にレベル A を参照するか、
空すき尺 B を参照するかを指定し ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-005

kg, m³, ft³, ...4 mA
0 %

20 mA
100 %

B

A

4 mA
0 %

20 mA
100 %
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"Customized text ； カス タ マイズテキス ト " サブ機能

この機能では、 ユニ ッ ト 用と し てユーザー固有の名前を入力し て く ださい。 メ イ ン画面に表示さ
れている測定値がこのユニ ッ ト に表示されます。

"Customized text ； カス タ マイズテキス ト " サブ機能

この機能では、 ユニ ッ ト 用と し てユーザーの具体名を入力し て く ださい。 メ イ ン画面に表示され
ている測定値がこのユニ ッ ト に表示されます。

"Intermed. height ； 中間高 " サブ機能

こ の機能では、 該当する コ ンテナの中間高 H を指定し ます （グ ラ フ ィ ッ ク -> オプシ ョ ン ： "
Pyramid bottom ； ピ ラ ミ ッ ド ボ ト ム型タ ン ク "、 "Conical bottom ； 円錐ボ ト ム型タ ン ク "、 "Angled
bottom ； 傾斜ボ ト ム型タ ン ク " を参照）。

"Edit ； 編集 " サブ機能

この機能を使用すれば、 リ ニア ラ イ ズテーブルを入力、 修正、 または読み取る こ と ができ ます。
以下のオプシ ョ ンを使用する こ と ができ ます ：

• "Read；読み取り "
テーブルエデ ィ タが開き ます。 既存のテーブルを読み取る こ と ができ ますが、 編集する こ と は
でき ません。

• "Manual；マニュアル "
テーブルエデ ィ タが開き ます。 テーブル値を入力、 または修正する こ と ができ ます。

• "Semi-automat.；半自動 "
テーブルエデ ィ タが開き ます。 レベル値が自動的に読み込まれます。 
関連測定値 （体積、 重さ または流量） をユーザーが入力する必要があ り ます。

• "delete；削除 "
リ ニア ラ イ ズテーブルが削除されます。

! 注意 ! 
リ ニア ラ イ ズテーブルは、 無効化されている場合にのみ削除でき ます （"Status；ステータス " サ
ブ機能）

テーブルエデ ィ タ

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-en-013

"Status table ； ステータ ステーブル " サブ機能

この機能では、 リ ニア ラ イ ズテーブルを使用するかど う かを指定でき ます。
オプション：
• "enabled；有効 "

… …

↵

↵

↵

↑ ↑

↑

↑
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テーブルが使用されます。

• "Disabled；無効 "
テーブルは使用されません。 測定値が、 液位単位に対し て リ ニアに出力されます。

"Max. scale ； 最大スケール " サブ機能

この機能では、 該当のタ ン ク の最大量をユーザー単位で指定し ます。
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6.6 "Output ； 出力 " メ ニュー

"Output ； 出力 " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

6.6.1 "Extended calibr. ； 拡張設定 " サブ メ ニュー

"Extended calibr. ； 拡張設定 " 機能

この機能では、 測定レンジを指定する こ と ができ ます。

L00-FMI5xxxx-07-05-xx-en-006

⇒

Output/Calculat O1302

"Extended calibr. ； 拡張
設定 "

HART settings

Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン

↵↑
↑

01302output/calculat

extended calibr.
HART settings
simulation

メ ニ ュー サブ メ ニュー 機能 サブ機能 機能値

出力 "Extended calibr. ； 拡張設
定 "

"Extended calibr. ； 拡張
設定 "

Measuring range ； 測定
レ ンジ

2000 pF1)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

4000 pF

Sensor DAT Stat. ； セン
サ DAT ステータ ス

OK

Sensor DAT ； センサ 
DAT

Upload；アップ
ロード

Download ； ダウ ン
ロー ド

Output/Calculat ； 出力 /
計算

Curr. turn down ； 電流
ターンダウ ン

On ； オン

Off；オフ

Turn down 4 mA ； 4 mA 
のターンダウ ン2)

2) こ の機能は、 "Curr. turn down ； 電流ターンダウ ン " サブ機能の下で、 "On ； オン " オプシ ョ ンが選択されている場合
に限 り 表示されます。

0 %

Turn down 20 mA ； 20 
mA のターンダウ ン 2

100 %

4 mA threshold ； 4 mA 
し きい値

On ； オン

Off；オフ

HART setting ； HART 設
定

HART setting ； HART 設
定

HART address ； HART 
ア ド レ ス

0

No. of preambles ； プ リ
アンブルの数

5

Short TAG HART ；
HART シ ョ ー ト タ グ

TAG ； タ グ

Output/Calculat ； 出力 /
計算

Current span ； 出力電
流

4 ～ 20 mA

fix.curr. ；電流固定 
HART

mA value ； mA 値3)

3) こ の機能は、 "Current span ； 出力電流 " サブ機能の下で、 機能値 "fix.curr. HART ； 電流固定 HART" が選択されてい
る場合のみ表示されます。

4 mA

Simulation ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン

Simulation ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン

Off；オフ

On ； オン

Simulation value ； シ ュ ミ
レーシ ョ ン値4)

4) こ の機能は、 "Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ機能の下で、 "On ； オン " オプシ ョ ンが選択されている場合のみ
表示されます。

xx.xx mA

↑
↑

↑ ↑
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"Measuring range ； 測定レンジ " サブ機能

このサブ機能では、 測定レンジを指定し ます。
• CA = 0 ～ 2000 pF （< 6 m プローブ長）
• CA = 0 ～ 4000 pF （> 6 m プローブ長）

! 注意 ! 
工場において、 測定レンジは常に注文を受けたプローブ長に校正されます。 エレ ク ト ロニ ッ ク イ
ンサー ト に別のプローブを使用する場合は、 測定レ ンジをプローブ長に合わせて設定する必要が
あ り ます。

"Output/Calculat.；出力 / 計算 " 機能

"Sensor DAT stat. ； センサ DAT ステータ ス " サブ機能

このサブ機能には、 センサ DAT のステータ スが表示されます。
• OK （センサ DAT は使用でき る状態です）。
• Error ； エラー （センサ DAT は使用でき ない状態、 または見つか り ません）。

"Sensor DAT ； センサ DAT" サブ機能

この機能では、 校正値を転送する こ と ができ ます。 以下の 2 つのタ イプに区別されます ：
• プローブは取 り 替え済みで、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は引き続き使用し ます。
• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は取 り 替えま し たが、 プローブは引き続き使用し ます。

この種の例の場合は、 センサからエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト へ、 またはエレ ク ト ロニ ッ ク イ ン
サー ト からセンサへすでに設定された校正値を転送する こ と ができ ます。

Upload；アップロード
センサからエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト へ校正値を転送 ：

Download；ダウンロード
エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト からセンサへ校正値を転送 ：

"Curr. turn down ； 電流ターンダウン " サブ機能

この機能では、 電流ターンダウ ンをオンにする こ と ができ ます。 これで、 電流出力は測定レ ンジ
の部分 （自由に定義可能） だけを参照し ます。 次いで、 こ の部分が表示時に拡大されます。

"Curr. turn down ； 電流ターンダウン " サブ機能 （"Current span ； 出力電流 "、 "fix. curr. 
HART ； 電流固定 HART" には使用できません）

この機能では、 電流ターンダウ ンをオンにする こ と ができ ます。 これで、 電流出力は測定レ ンジ
の部分 （自由に定義可能） だけを参照し ます。 次いで、 こ の部分が表示時に拡大されます。

"Turn down 4 mA ； 4 mA のターンダウン " サブ機能 （"Curr. turn down ； 電流ターンダ
ウン "、 "On ； オン " の場合のみ）

この機能では、 電流を 4 mA にする測定値を入力し ます。

"Turn down 20 mA ； 20 mA のターンダウン " サブ機能 （"Curr. turn down ； 電流ターン
ダウン "、 "On ； オン " の場合のみ）

この機能では、 電流を 20 mA にする測定値を入力し ます。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-009

A ： 4 mA のターンダウ ン ； B ： 20 mA のターンダウ ン

[mA]

20

4

100 [%, ...]0 A B
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4mA threshold ； 4 mA し きい値 " サブ機能 （"Current span ； 出力電流 " = "4 ～ 20 mA"
の場合）

このサブ機能では、 4 mA し きい値をオンにする こ と ができ ます。 4 mA し きい値 と は、 測定値が
マイナスになって も、 電流が 4 mA  を下回ら ないこ と を意味し ます。

オプション：
• Off；オフ

し きい値がオフ し ます。 4 mA 以下の電流が発生する場合があ り ます。

• On；オン
し きい値がオン し ます。 電流は、 4 mA を下回 り ません。

L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-010

A ： 4 mA し きい値オフ ； B ： 4 mA し きい値オン

6.6.2 "HART setting ； HART 設定 " サブ メ ニュー

"HART settings；HART 設定 " 機能

"HART address ； HART ア ド レス " サブ機能

このサブ機能では、 機器用の HART コ ミ ュニケーシ ョ ンア ド レ ス を指定し ます。

可能な値：
• 標準運転用 ： 0
• マルチ ド ロ ッ プ操作用 ： 1 - 15

! 注意 ! 
マルチ ド ロ ッ プ操作では、 基準と し て出力電流は 4 mA です。 ただし、 "mA value ； mA 値 " 機能
で変更する こ と ができ ます。

"No. of preambles ； プ リ アンブルの数 " サブ機能

このサブ機能では、 HART プロ ト コル用のプ リ アンブルの数を指定し ます。 通信上の問題がラ イ
ン上にあ る場合には、 この値を増やす意味があ る場合も あ り ます。

"Short TAG HART ； HART シ ョ ー ト タグ " サブ機能

このサブ機能では、 機器に HART 通信用のタ グ番号を入力する こ と ができ ます。

"Output/Calculat. ； 出力 / 計算 " 機能

"Current span ； 出力電流 " サブ機能

このサブ機能では , 測定値を関連付けるための出力電流を選択し ます。

オプション：
• "4 ～ 20 mA" 

測定レ ンジ （0 % ～ 100 %） が、 4 ～ 20 mA 出力電流に割 り 付け られます。

• "fix. curr. HART；電流固定 HART"
一定の電流が出力されます。 こ の値は、 "mA value ； mA 値 " サブ機能で指定する こ と ができ ま
す。 測定値は、 HART 信号によ ってのみ転送されます。

[mA] [mA]

20 20

4 4

100 [%, ...] 100 [%, ...]–10 0 –10 0

A B

3.6 3.6
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L00-FMI5xxxx-19-05-xx-xx-011

A: 出力電流 = 4 ～ 20 mA; B: 出力電流 = 電流固定 HART; C: mA 値

6.6.3 "Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ メ ニュー

"Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " 機能

"Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ機能

この機能では、 電流出力値のオン / オフのシ ミ ュ レーシ ョ ンを切 り 替え る こ と ができ ます。

オプション：
• Off；オフ

シュ ミ ュ レーシ ョ ンは行われません。 機器は測定モード にな り ます。

• On；オン
機器はシュ ミ ュ レーシ ョ ンモード にな り ます。 測定値は出力されません。 その代わ り 、 電流出
力は "Simulation value ； シュ ミ ュ レーシ ョ ン値 " サブ機能で定義し た値を と り ます。

"Simulation value ； シュ ミ ュ レーシ ョ ン値 " サブ機能 （"Simulation ； シュ ミ ュ レーシ ョ
ン "、 "On ； オン " の場合のみ）

この機能では、 シ ュ ミ ュ レーシ ョ ンする電流値を指定し ます。

[mA] [mA]

20 20

4

100 [%, ...] 100 [%, ...]–10 0 0
0

A
C

B

3.6
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6.7 "Device properties ； 機器プロパテ ィ " メ ニュー

"Device properties ； 機器プロパテ ィ " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニ ュー サブ メ ニ ュー 機能 サブ機能 機能値

Device 
properties ；
機器プロパ
テ ィ

Display ；
表示デ ィ スプレ イ

Language ； 言語 English；英語

Deutsch ； ド イ ツ語

Francais ； フ ラ ン ス語

Espanol ； スペイ ン語

イ タ リ ア語

オ ラ ンダ語

Display format ；
表示フ ォーマ ッ ト

Format ； フ ォーマ ッ ト Decimal；10 進法

ft-in-1/16 ； フ ィ ー ト -
イ ンチ -1/16 イ ンチ "

No of decimals ； 小数位の数 X

x.x

x.xx
x.xxx

Sep. character ； 小数点のキ ャ
ラ ク ター

. （ドット）

,

Back to home ； ホームへ戻る 900 s；900 秒
Diagnostics ；
自己診断

Actual error ； 発生中エ ラー Actual error 1 ； 発生中エ ラー 1 ～

Actual error 2 ； 発生中エ ラー 2 ～

Actual error 3 ； 発生中エ ラー 3 ～

Last error ； 最後のエ ラー reset errorlist ； リ セ ッ ト エ
ラー リ ス ト

keep ； 保持

delete ； 削除

Last error 2 ； 最後のエ ラー 2 ～

Last error 3 ； 最後のエ ラー 3 ～

Password/reset ；
パス ワー ド / リ セ ッ ト

Reset ； リ セ ッ ト 12345

Status ； ステータ ス Unlocked；ロック解除 

Electronic temp. ； エレ ク ト
ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 温度

Electronic temp. ； エレ ク ト ロ
ニ ッ ク イ ンサー ト 温度

xx.x ℃

Max. temp. ； 最高温度 xx.x ℃

Min. temp. ； 最低温度 xx.x ℃

Temperature unit ； 温度単位 ℃
°F
K

Min/Max temp. ；
最低 / 最高温度

keep；保持
delete ； 削除

Reset Min. ； 最低 リ セ ッ ト

Reset Max. ； 最高 リ セ ッ ト

Measure capacity ；
測定静電容量

Measure capacity ；
測定静電容量

xxxx.xx pF

Max. capacity val ；
最大静電容量値

xxxx.xx pF

Min. capacity val ；
最小静電容量値

xxxx.xx pF

Min/Max capacity ；
最低 / 最高静電容量

keep；保持
delete ； 削除

Reset Min. ； 最低 リ セ ッ ト

Reset Max. ； 最高 リ セ ッ ト

System 
parameters ； シス
テムパラ メ ータ

Device information ； 機器情報 Device marking ；
機器マーキング

Liquicap-FMI5x

Serial No. ； シ リ アル No ～

EC Serial No. ； EC シ リ アル No xxxxxxxxxxx

Device marking ；
機器マーキング

FMI51-OrderCode

Device information ； 機器情報 Dev. rev ； 機器レ ビジ ョ ン X

Software version ； ソ フ ト ウ ェ
アバージ ョ ン

V01.xx.xx.xxx

DD version ； DD バージ ョ ン xx

Device information ； 機器情報 Working hour ； 動作時間 xxxxx h

Current run time ； 現在の実行
時間

000d00h00m

Probe length ； プローブ長 Probe length ； プローブ長 xxx mm

Sensitivity ； 感度 0.0

↑
↑

↑ ↑



リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52 設定

エン ド レスハウザー ジャパン 81

6.7.1 "Display ； 表示 " サブ メ ニュー

"Language ； 言語 " 機能

この機能では、 表示 / 操作モジ ュール用の言語を選択し ます。

オプション：
• "English；英語 "
• "Deutsch；ドイツ語 "
• "Français；フランス語 "
• "Español；スペイン語 "
• "Italiano；イタリア語
• "Nederlands；オランダ語 "

"Display format ； 表示フ ォーマ ッ ト " 機能

 "Display format ； 表示フ ォーマ ッ ト " と は、 測定値の表示方法のこ と を示し ます。

"Format ； フ ォーマ ッ ト " サブ機能

このサブ機能では、 数値を表示するための表示フ ォーマ ッ ト を選択し ます。

オプション：
• "Decimal；10 進法 "
• "ft-in-1/16；フィート - インチ -1/16 インチ "

"No. of decimals ； 小数位の数 " サブ機能

このサブ機能では、 数値を表示するための小数点以下の桁数を選択し ます。

オプション：
• "x"
• "x.x"
• "x.xx" 
• "x.xxx"

"Sep. character ； 小数点のキャ ラ ク ター " サブ機能

この機能では、 小数点を表示する文字を選択し ます。

オプション：
• "Dot ；ドッド（.）"
• "Comma ；カンマ（,）"

6.7.2 "Diagnosis ； 自己診断 " サブ メ ニュー

"Actual error ； 発生中エ ラー " 機能

この機能では、 現在未解決のエラー リ ス ト を呼び出すこ と ができ ます。 このエラーは、 優先度順
に配列されています。 エラーを選択する と、 エラーを簡単に説明する テキス ト フ ィ ール ド が表示
されます （例えば、 プローブの校正が不正確、 プロセス温度が高すぎ る、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ン
サー ト エラー）、（セ ク シ ョ ン 9 の " エラーコード リ ス ト "、" ト ラブルシューテ ィ ング " も参照）。

"Last error ； 最後のエ ラー " 機能

この機能では、 最後に修正された 3 つのエラー リ ス ト を呼び出すこ と ができ ます。 また、 エラー
リ ス ト の リ セ ッ ト も でき ます （"reset errorlist ； リ セ ッ ト エラー リ ス ト " を使用）。 また、 エラー
リ ス ト の リ セ ッ ト も でき ます （"reset errorlist ； リ セ ッ ト エラー リ ス ト " を使用）。 この際、 最後
のエラーコード 3 つは 0 に設定し ます。

"Password/reset ； パスワー ド / リ セ ッ ト " 機能

この機能では、 工場出荷設定を復帰し ます。 すべてのパラ メ ータが工場出荷設定に リ セ ッ ト され
ます。
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"Reset ； リ セ ッ ト " サブ機能

このサブ機能では、 リ セ ッ ト コード （"333" または "7864"） を入力し て、 すべてのパラ メ ータ を
工場出荷設定に リ セ ッ ト し ます。
• パラ メ ータの工場出荷設定は、 メ ニュー概要に太字でマーク されています。
• "333" の リ セ ッ ト 中、 リ ニア ラ イ ズ機能は " リ ニア " に リ セ ッ ト されます。ただし、利用可能な

リ ニア ラ イ ズテーブルはどれも保持される ため、 必要な場合に再度有効にでき ます。
• "7864" の リ セ ッ ト 中、 リ ニア ラ イ ズ機能は " リ ニア " に リ セ ッ ト され、 リ ニア ラ イ ズテーブル

は削除されます。

"Electronic temp. ； エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト 温度 " 機能

この機能では、 動作中にエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト で測定された温度を表示でき ます。

"Electronic temp. ； エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト 温度 " サブ機能

このサブ機能には、 現在測定されているエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の温度が表示されます。

"Max. meas. temp. ； 最高測定温度 " サブ機能

このサブ機能には、 機器で測定された最高温度値が表示されます。

"Min. temp.. ； 最低温度 " サブ機能

このサブ機能には、 機器で測定された最低温度値が表示されます。

"Temperature unit ； 温度単位 " サブ機能

このサブ機能では、 温度を表示する単位を決定する こ と ができ ます。 以下のオプシ ョ ンを使用す
る こ と ができ ます ：
• "°C"
• "°F"
• "K"

"Min/Max temp. ； 最低 / 最高温度 " サブ機能

このサブ機能では、 " 最低 / 最高温度 " を削除または個別に リ セ ッ ト し ます。

"Measure capacity ； 静電容量測定 " 機能

この機能では、 動作中にエレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト で測定された測定静電容量を表示する こ と
ができ ます。

"Measure capacity ； 静電容量測定 " サブ機能

このサブ機能には、 現在測定された測定静電容量が表示されます。

"Max. capacity val. ； 最大静電容量値 " サブ機能

このサブ機能には、 機器で測定された最大静電容量値が表示されます。

"Min. capacity val. ； 最小静電容量値 " サブ機能

このサブ機能には、 機器で測定された最小静電容量値が表示されます。

"Min/Max capacity ； 最低 / 最高静電容量 " サブ機能

このサブ機能では、 " 最低 / 最高静電容量 " を削除または個別に リ セ ッ ト し ます。
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6.7.3 "System parameters ； システムパラ メ ータ " サブ メ ニュー

! 注意 ! 
以下に リ ス ト されている機能はすべて、 表示のみでき ます。

"Device information ； 機器情報 " （I） 機能

この機能には、 機器情報を表示する こ と ができ ます。 その情報によ って機器を識別する こ と がで
き ます。 

"Device marking ； 機器マーキング " サブ機能

このサブ機能には、 機器名 （例えば、 Liquicap M-FMI51） が表示されます。

"Serial No. ； シ リ アル No." サブ機能

このサブ機能には、 工場で割 り 当て られた機器のシ リ アル No. が表示されます。

"EC Serial No. ； EC シ リ アル No" サブ機能

このサブ機能では、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト のシ リ アル番号が表示されます。

"Device marking ； 機器マーキング " サブ機能

このサブ機能では、 機器マーキング と注文コード が表示されます。

"Dev. rev ； 機器レビジ ョ ン " サブ機能

このサブ機能には、 ハード ウ ェアのバージ ョ ンが表示されます。 

"Software version ； ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン " サブ機能

このサブ機能には、 工場で割 り 当て られた機器のソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン が表示されます。

"DD バージ ョ ン " サブ機能

この機能には、ToF Tool を使用し て操作する こ と ができ る こ の機器の DD バージ ョ ンが表示され
ます。

"Working hour ； 動作時間 " サブ機能

このサブ機能では、 動作時間数が表示されます。

"Current run time ； 現在の実行時間 " サブ機能

このサブ機能では、 機器の現在の実行時間が表示されます。 最初の 3 桁には日数が表示され、 そ
の後に "d" が表示されます。 次の 2 桁には時間数が表示され、 その後に "h" が表示されます。 最
後の 2 桁には分数が示されます。

"Probe length ； プローブ長 " 機能

この機能には、 プローブの詳細な情報を表示する こ と ができ ます。

"Probe length ； プローブ長 " サブ機能

このサブ機能では、 現在のプローブ長を読み取る こ と ができ ます （ネジ と プラ グを除いたプロー
ブ長） プローブ長 = L1 - （ネジ長 - プラ グ） 参照→ 6.3.6 章

"Sensitivity ； 感度 " サブ機能

このサブ機能では、 現在の感度を読み取る こ と ができ ます （単位 ： mm/pF）。
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6.8 操作

基本設定後、 リ キキ ャ ッ プ M は、 以下から測定値を出力し ます
• 表示 / 操作モジュール
• 電流出力 （こ こ で、 測定レンジ全体 （0 % ～ 100 %） が電流出力のレンジ （3.8 ～ 20.5 mA） に

関連付け されます。）
• デジ タル HART 信号。

6.9 界面測定

コ ンテナ内に各種測定物が （例えば、 水と オイル） があ る場合、 "Empty calibration ； 空 （0 %） 調
整 " と "Full calibration ； 満タ ン （スパン） 調整 " の静電容量値を計算でき ます。 CapCalc.xls は、
ToF Tool または FieldCare に装備された静電容量計算プロ グ ラ ムです。 このプロ グ ラ ムを使用す
れば、 レベル計測と界面測定の各校正値を計算でき ます。

L00-FMI5xxxx-15-05-xx-xx-000

1.) 例えば、 水 （測定物には導電性であ る ため、 その導電率は ≥ 100 µS/cm であ る こ と が必要です )

2.) 乳剤

3.) 例えば、 オイル （非導電性測定物は < 1 µS/cm であ り 、 DC < 5 です）

このプロ グ ラ ムは、 入力し たデータ （例えば、 プローブ長、 プローブタ イプ、 測定対象物特性な
ど） に基づいて校正値を計算し ます。 こ の時点で、 界面測定の確実な機能はすでに特定でき てい
ます。
表示デ ィ スプレ イ、 ToF Tool、 または Fieldcare を使用すれば、 計算し た校正値を FEI50H エレ ク
ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト に転送でき ます。

! 注意 ! 
一般的に、 静電容量界面測定は、 非常にはっ き り と分かる乳剤層にも適切です。 乳剤層平均は常
に測定されます。

6.9.1 界面測定に対応し た ド ラ イ校正

必要条件

• 機器が接続され、 動作可能であ る こ と。
• Field Care/ToF Tool-Field Tool Package がイ ン ス ト ールされ、 動作可能であ る こ と。
• Microsoft Excel バージ ョ ン 97 以上がコ ンピ ュータにイ ン ス ト ールされている こ と。

ToF Tool の起動

" ス ター ト  -> プロ グ ラ ム -> Endress+Hauser ； エン ド レ ス＋ハウザー社 -> Field Care/ToF Tool-
Field Tool Package ； Field Care/ToF Tool-Field Tool Package->Field Care/ToF Tool-Field Tool
Package ；Field Care/ToF Tool-Field Tool Package" の順に選択し て接続ウ ィ ザード を開始し、Field
Care/ToF Tool-Field Tool Package を起動し ます。

1.)

2.)

3.)
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通信モー ド と機器の選択

"Bus ； バス " 下で、 機器の HART 通信モード を選択し ます。

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-010

機器を選択するには、 "Scan bus ； バスの検索 " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 こ のバスに接続され
ている機器がすべて表示されます。 機器を選択し、 "Connect ； 接続 " ボタ ンを使用し て確定し
ます。

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-012

ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウで、 "Basic calibration ； 基本調整 " メ ニューを選択し ます。

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-014

"Medium ； 測定物 " サブ メ ニューで、 "No buildup ； 付着な し " 機能値を選択し た後、 Enter キー
を押し て確定し ます。 これで、 この機能値が受け入れられま し た。 機能値が受け入れられるに
は、 数秒かか り ます。

この機能値が受け入れられた ら、 " 青色のボタ ン " を使用し て、 校正データが表示されたダ イ ア
ロ グ ウ ィ ン ド ウに切 り 替えます。
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CapCalc による校正データの計算

ツールバーに表示されている CA ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 CapCalc を起動し ます。

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-017

表示されたダ イ ア ロ グで、 "Activate macros ； マ ク ロ をア ク テ ィ ブにする " ボタ ンを ク リ ッ ク し
ます。

L00-FMIxxxxx-20-00-00-de-018

表示されたウ ィ ン ド ウの右上に表示されている [Next ； 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-019

プローブデータ と用途固有のデータの編集

L00-FMIxxxxx-20-00-00-en-020
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1. プローブタ イプを選択するには、 "Probe type ； プローブタ イプ " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. プローブデータ （L1 および L3） は、 プローブの型式銘板に記載されています。 これに応じ
て、 これらのデータ を入力し ます。

3. 用途に応じ て、 "Value empty ； 空の値 "、 "Value full ； 満タ ンの値 "、 および "Wall distance ；
壁までの距離 " など、 用途固有のデータ を入力し ます。

4. "Medium top ； 上部測定物 " と "Medium bottom ； 下部測定物 " の各フ ィ ール ド に、 測定物の
導電性と DC 値を入力し ます。

5. 校正の静電容量値を取得するには、 "Calibration data interface measurement ； 校正データ界面
測定 " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 空 （0 %） 調整 と満タ ン （スパン） 調整の静電容量値が計
算され、 結果が表示されます。 

測定物特性が不明の場合、 "DC handbook ； DC ハン ド ブ ッ ク " ボタ ンを使用すれば、 対応する測
定物の DC 値 と導電性を計算プロ グ ラ ムに転送でき ます。

6.9.2 界面測定に対応し たウ ェ ッ ト 校正

この章では、 "Empty calibration ； 空 （0 %） 調整 " と "Full calibration ； 満タ ン （スパン） 調整 " の
ウ ェ ッ ト 校正手順について説明し ます。

"Empty calibration ； 空 （0 %） 調整 "

1. コ ンテナ内に上部測定物を満た し、 "Empty calibration ； 空 （0 %） 調整 " を実行し ます （基本
調整→ 6.3 章参照）。

測定物で満たす こ と がで き ない場合、 （空気中に） プ ロ －ブ を暴露 し た状態で も "Empty
calibration ； 空 （0 %） 調整 " を実行でき ます。 こ こ では、 校正誤差は、 1 メ ー ト ルご と に約
2.5 % と予想し て く ださい （オイル と水が基準測定物です）。

"Full calibration ； 満タ ン （スパン） 調整 "

2. コ ンテナ内に下部測定物を満た し、 "Full calibration ； 満タ ン （スパン） 調整 " を実行し ます
（基本調整→ 6.3 章参照）。

これで、 基本調整が済みま し た。

6.9.3 空 / 満タ ン調整の完了

これで、 空 / 満タ ン調整が終了し、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト と センサ DAT に値が保存され
ま し た。
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7 保守
リ キキ ャ ッ プ M レベル変換器には、 特別な保守作業は不要です。

外部ク リーニング

リ キキ ャ ッ プ M の外側を清掃する と きは、 使用する洗浄剤がハウ ジングの表面またはシールを
傷める、 または腐食させる こ と がないよ う にし て く ださい。

シール

このセンサのプロセスシールは、 特にモール ド されている シール （ハイ ジェニ ッ クバージ ョ ン）
を使用し ている場合は、 定期的に交換する よ う お勧めし ます！シール交換の間隔は、 ク リ ーニン
グ周期の頻度、 流体およびク リ ーニング温度に依存し ます。

修理

エン ド レ ス + ハウザー社のレベル計はモジ ュール構造によ り 、 ユーザーで修理を行 う こ と ができ
る よ う に考案されています。
スペアパーツは、 関連の交換説明書付き キ ッ ト にグループ分け されています。 " スペアパーツ "
セ ク シ ョ ンには、 すべてのスペアパーツキ ッ ト が、 注文番号を含めて一覧で記載されています。
リ キキ ャ ッ プ M を修理するには、 この注文番号によ ってエン ド レ ス + ハウザー社から注文する
こ と ができ ます。 サービ スおよびスペアパーツの詳細については、 エン ド レ ス + ハウザー社アフ
ターサービ ス部門にお問い合わせ く ださい。

防爆認証機器の修理

防爆認証機器を修理する場合は、 以下の情報も考慮する必要があ り ます ：
• 防爆認証機器は、 エン ド レ ス + ハウザー社サービ スだけが修理でき ます。
• 該当する規格、 防爆エ リ アの国家規定、 安全注意事項 （XA） および認証条件を遵守する必要が

あ り ます。
• エン ド レ ス + ハウザー社の純正部品だけが使用でき ます。
• スペアパーツ を注文する と きは、 型式銘板上の機器名称を書き留めて く ださい。 部品は、 同じ

部品と しか交換でき ません。
• 修理は説明書に従って行います。 修理の後、 機器に指定されている個別のテス ト を行います。
• 認証機器は、 エン ド レ ス + ハウザー社サービ スによ って、 他の認証機器バージ ョ ンにのみ改造

する こ と ができ ます。
• 機器に行ったあ ら ゆる修理および改造は記録する必要があ り ます。

交換

リ キキ ャ ッ プ M または FEI50H エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト の交換が済む と、校正値を交換し た
機器に転送する必要があ り ます。
=> プローブを交換する と、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト の校正値をプローブ DAT モジュールに

転送する必要があ り ます。
=> エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換する と、 プローブ DAT モジュールの校正値をエレ ク ト ロ

ニ ッ ク イ ンサー ト に転送する必要があ り ます。

新規の校正を行 う 必要な く 、 測定を継続する こ と ができ ます。
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8 ア クセサリ

8.1 保護カバー

F13 および F17 ハウジング用
注文番号 ： TSP17090 

8.2 ロープ切断キ ッ ト

リ キキ ャ ッ プ M FMI52 用 （ハイ ジェニ ッ ク認定な し、 EHEDG、 3A）
注文番号 ： 942901-0001

8.3 コ ミ ュボ ッ クス FXA191/195 HART

RS232C イ ン ターフ ェ イ ス または USB 経由の ToF Tool/FieldCare によ る本質安全 HART 通信用で
す。

8.4 HAW569 サージアレス タ

注文番号 ：

• HAW569-A11A （非防爆エ リ アでの使用）
• HAW569-B11A （防爆エ リ アでの使用）

信号ラ イ ンおよび構成部品におけ る過電圧を制限する ためのサージアレ ス タです。 HAW562Z モ
ジ ュールは、 防爆エ リ アでの使用する こ と ができ ます。

L00-FMI5xxxx-03-05-xx-xx-009

ÜS-Ableiter/Arrester
ENDRESS+HAUSER
HAW569

HAW569-A1 Uc 34.8 V
In 10 kA
IL 500 mA

protected
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8.5 ユニバーサルアダプ タ用溶接アダプ タ

8.6 G ¾ 用溶接アダプ タ

8.7 G 1 用溶接アダプ タ

• 注文番号 ： 52006262
注文番号 ； 52010173、 3.1 証明書付き

直径 D ： 85 mm

高さ H ： 12 mm

• 注文番号 ： 214880-0002
注文番号 ； 52010174、 3.1 証明書付き

直径 D ： 65 mm

高さ H ： 8 mm

プロセス接続 UPJ によ る埋め込み型 リ キキ ャ ッ
プ M 設置対応

材質 ： ステン レ ス スチール

1.4435 （SUS 316L 相当）

交換シール ：
シ リ コ ン O リ ング （シール 5 枚のセ ッ ト —
FDA リ ス ト 指定）
注文番号 ： 52023572

 最大 16 psi / -20 ～ 150 ℃

L00-FMI5xxxx-06-05-xx-en-012

• 注文番号 ； 52018765、 3.1 証明書付き
プロセス接続 GQJ によ る埋め込み型 リ キ
キ ャ ッ プ M 設置対応

（シールは、 納入範囲に含まれています）

材質 ： ステン レ ス スチール

1.4435 （SUS 316L 相当）

重量 ： 0.13 kg 

証明書 ： EHEDG

交換シール ：
シ リ コ ン O リ ング （5 枚セ ッ ト - FDA リ ス ト
指定）

注文番号 ： 52021717

最大 25 psi / -50 ～ 150 ℃

L00-FTL5xxxx-06-05-xx-xx-026

• 注文番号 ： 52001051
注文番号 ； 52011896、 3.1 証明書付き

プロセス接続 GWJ によ る埋め込み型 リ キ
キ ャ ッ プ M 設置対応

（シールは、 納入範囲に含まれています）

材質 ： ステン レ ス スチール

1.4435 （SUS 316L 相当）

重量 ： 0.19 kg 

証明書 ： EHEDG

交換シール ：
シ リ コ ン O リ ング （5 枚セ ッ ト - FDA リ ス ト
指定）

注文番号 ： 52014472

最大 25 psi / -50 ～ 150 ℃

L00-FTL5xxxx-06-05-xx-xx-020
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト におけるエラー メ ッ セージ 

9.1.1 緑色 LED が点滅

緑色 LED （  運転を示し ます） ：
• 5 秒毎に点滅 ：

- 機器の正常動作を示し ます。
• 毎秒 1 回点滅 （警告信号）

- 機器は校正モー ド にな り ます。
• 4 回点滅 ：

- 機器がパラ メ ータの変更を確定し ます （機能ス イ ッチ ポジシ ョ ン  4、 5、 6）

9.1.2 赤色 LED が点滅

赤色 LED （  エラーまたは故障を示し ます）
• 毎秒 5 回点滅 （ア ラーム信号）

- プローブにおける静電容量が大きすぎます。
- プローブ絶縁不良を検知し ま し た
- FEI50H に障害があ り ます

• 毎秒 1 回点滅 （警告信号）
- エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト の温度が、 許容温度範囲外にあ り ます。

9.2 システムエラー メ ッ セージ

9.2.1 エラー信号

設定中または操作中に発生するエラーは、 以下のよ う に表示されます ：

• 表示 / 操作モジュール上にエラーシンボル、 エラーコードおよびエラー内容の説明。
• 電流出力 （設定可能、 "Output on alarm ； ア ラーム時の出力 " 機能）

- MAX ； 最大、 110 %、 22 mA
- Hold ； ホール ド （最後の値が保持されます）
- User-spec. value ； ユーザー指定値

9.2.2 最後のエラー

"Last error；最後のエラー" 機能では、（"System information； システム情報 " 機能グループ、"Error
list ； エラー リ ス ト " サブ メ ニュー）、 最後に修正されたエラー リ ス ト を呼び出すこ と ができ ます。

9.2.3 エラーのタ イプ

エラーのタイプ シンボル表示 意味

ア ラーム （A）

定常表示

出力信号は、 "Output on alarm ； ア ラーム時の出力 "

機能によ り 指定する こ と ができ る値を と り ます ：

• MAX ； 最大、 110 %、 22 mA

• Hold ； ホール ド （最後の値が保持されます）

• User-spec. value ； ユーザー指定値

さ らに、 エラー メ ッ セージ もデ ィ スプレ イに表示

されます。

警告 （W）

点滅表示

機器は、 引き続き測定を行います。

エラー メ ッ セージ、 デ ィ スプレ イに表示されます。
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9.2.4 エラーコー ド

4 桁のエラーコー ド が表示されます。 このコード は以下のよ う に分解する こ と ができ ます ：

• 位置 1 ： エラーのタ イプ
- A ： ア ラーム
- W ： 警告

• 位置 2 ～ 5 ：
以下の表に従って、 エラーを表し ます

例：

A 116 • A ： ア ラーム

• 116 ： ダウ ン ロード ・ エラー

コード エラーの説明 対策

A 101、 A 102、

A 110、 A 152

チェ ッ クサム ・ エラー 全体 リ セ ッ ト 、 再校正が必要です

W 103、 W153 初期化中 - お待ち く ださ い 数秒後に メ ッ セージが消えない場合は、 エレ ク

ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換し ます

A 106 ダウ ン ロード中 - お待ち く ださい ダウ ン ロード が完了する まで待ちます

A 111、 A 112、 A 

113、 A 114、

A 115、 A 155、

A 164、 A 171、 A 

404、 A 405、 A 

407、 A 408、 A 

409、 A 410、 A 

411、 A 412、 A 

413、 A 414、 A 

415、 A 416、 A 

417、 A 418、 A 

421、 A 422、 A 

423、 A 424、

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の故

障

機器をオフ / オン し ます ；

エラーが持続する場合は、

エン ド レ ス + ハウザーサービ スにお問い合わせ

く ださい

A 116 ダウ ン ロード ・ エラー ダウ ン ロード を繰 り 返す、 または全体 リ セ ッ ト

を行います

A 426 センサ DAT のデータに一貫性があ

り ません

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト か ら ダウ ン ロード

を繰 り 返す、 または全体 リ セ ッ ト を行います

A  427 交換後、 ハード ウ ェ アが認識され

ません

ダウ ン ロード を繰 り 返す、 または全体 リ セ ッ ト

を行います

A 1121 電流出力が校正されていません エン ド レ ス + ハウザーサービ スにお問い合わせ

く ださい

W 153 初期化中 数秒後に メ ッ セージが消えない場合は、 エレ ク

ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換し ます

A 400 測定静電容量が高すぎます 測定レ ンジを変更、 プローブを確認し ます

A 403 測定静電容量が低すぎます プローブを確認し ます

W 420 使用可能なセンサ DAT があ り ませ

ん

センサを交換し ます

A 428 プローブ絶縁不良を検知し ま し た プローブを確認し ます

W 425 警報、 絶縁材不良 絶縁材を確認し ます

W 429 動作テス ト が作動中です 動作テス ト が終了する まで待ちます

W 1601 リ ニア ラ イ ズカーブがレベルに対

し て単調変化し ていません

リ ニア ラ イ ズを再入力し ます

A 1604 校正エラー 校正を修正し ます

W 1611 レベル リ ニア ラ イ ズポ イ ン ト リ ニア ラ イ ズポ イ ン ト を追加入力し ます

W 1662 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の温

度が高すぎます （センサの最大温

度を超過）

適切に測定する こ と によ って、 周囲温度を低下

させます



リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52 ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 93

9.3 可能性のある測定エラー

A 430 プローブ と エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ン

サー ト のデータに互換性があ り ま

せん

プローブをチェ ッ ク し、 全体 リ セ ッ ト を実行し

ます

W 1671 リ ニア ラ イ ズテーブルへの入力が

間違っています

テーブルを再調整し ます

W 1681 電流が測定レ ンジ外です 基本調整を行います ；

リ ニア ラ イ ズを確認し ます

A  1682 電流校正 ：

電流ターンダウ ンエラー

電流ターンダウ ンを修正し ます

W 1683 電流ターンダウ ン校正エラー 校正を繰 り 返し ます

W 1801 レベルシ ュ ミ レーシ ョ ンがオン レベルシュ ミ レーシ ョ ンをオフ し ます

W 1802 シ ュ ミ レーシ ョ ンがオン シュ ミ レーシ ョ ンをオフ し ます

W 1806 電流出力がシ ミ ュ レーシ ョ ンモー

ド になっています

電流出力を通常モード に設定し ます

W 511 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト が校

正データ を紛失し ま し た

エン ド レ ス + ハウザーサービ スにお問い合わせ

下さい

エラー 対策

測定値が不正です 1. 空 / 満タ ン調整を確認し ます

2. 必要に応じ てプローブを清掃し、 プローブを確認し ます

3. 必要に応じ て、 プローブの取 り 付け位置を変更し ます。

（測定物の投入領域にはプローブを取 り 付けないで く だ さい）

4. プロセス接続から タ ン ク壁面までのアース を確認し ます。

抵抗測定値 < 1 Ω)

5. プローブの絶縁材をチェ ッ ク し ます （抵抗測定値） > 800 kΩ
（導電性測定物の場合に限 り 可能）

BA298Fen080

液面が荒れていると、測定
値が時々急に高いレベルに
なります

出力積分を増やし ます

コード エラーの説明 対策

7 5 3 1

8 6 4 2

7 5 3 1

8 6 4 2
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9.4 スペアパーツ

! 注意 ! 
• 注文番号を示すこ と によ って、 スペアパーツをエン ド レ スハウザー社サービ スから直接注文で

き ます （下記参照）。

• 対応する スペアパーツ番号が、 スペアパーツご と にあ り ます。 イ ン ス ト ールガイ ド は、 スペア
パーツに同梱されています。

• 注文の前に、スペアパーツが全て銘板の表示に対応するか注意し て く ださい。そ う でない場合、
銘板の表示が機器のバージ ョ ンに対応し ていないこ と にな り ます。

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト

• FEI50H エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト （HART）
52028260

ハウジング用カバー、 表示デ ィ スプレ イな し

• アル ミ ニウ ムハウジング F13 用カバー ： グレー、 シール リ ング付き
52002698

• ステンレ ス フ ィ ール ド ハウジング F15 用カバー ： シール リ ング付き
52027000

• ステンレ ス フ ィ ール ド ハウジング F15 用カバー ： のぞき窓、 安全フ ッ ク、 シール リ ング付き
52028268

• ポ リ エステルハウジング F16 用カバー、 フ ラ ッ ト ： グレー、 シール リ ング付き
52025606

• アル ミ ニウ ムハウジング F17 用カバー、 フ ラ ッ ト ： シール リ ング付き
52002699

• アル ミ ニウ ムハウジング T13 用カバー、フ ラ ッ ト ：グレー、シール リ ング付き / エレ ク ト ロニ ッ
ク イ ンサー ト
52006903

• アル ミ ニウ ムハウジング T13 用カバー、 フ ラ ッ ト ： グレー、 シール リ ング付き / 端子部
52007103

ハウジング用カバー、 表示デ ィ スプレ イあ り

• ステンレ スハウジング F15 用カバー ： ハイ型、 シール リ ングおよびのぞき窓付き
71005440

• ステンレ スハウジング F15 用カバー：ハイ型、シール リ ング、安全フ ッ ク、およびのぞき窓付き
52028267

• アル ミ ニウ ムハウジング F13/F17 用カバー ： ハイ型、 シール リ ングおよびのぞき窓付き
52028270

• アル ミ ニウ ムハウジング F13 用カバー：ハイ型、シー リ ング リ ング と のぞき窓付き / エレ ク ト ロ
ニ ッ ク イ ンサー ト  EEx d 用
52028271

• ポ リ エステルハウジング F16 用カバー ： ハイ型、 シール リ ングおよび透明ハウ ジング付き
52025605

ホルダー付きデ ィ スプレ イ

• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI50H 用のホルダー付きデ ィ スプレ イ
52028266

ステンレスフ ィ ール ドハウジング用シーリ ングキ ッ ト

• ステンレ ス フ ィ ール ド ハウジング F15 用シー リ ングキ ッ ト ： シール リ ング 5 個付き
52028179
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端子モジュール

• 端子モジュール 2 ピン EEx d、 T13 ハウ ジング用 RFI フ ィ ルタ
71020804

9.5 返却

修理または校正のために リ キキ ャ ッ プ M をエン ド レ ス + ハウザー社に返却する前には、以下の処
置を行って く ださい ：
• 測定物の付着を取 り 除き ます。 測定物が侵入する恐れのあ る シールの隙間および溝はよ く 観察

し ます。 測定物が、 可燃性、 毒性、 腐食性、 発癌性があ る など健康に対する リ ス ク を呈する場
合には、 特に重要です。

• 常に、完全に記入済みの"安全/洗浄確認依頼書"を機器に同梱し て く ださ い（"安全/洗浄確認依
頼書 " の原紙は、取扱説明書の巻末にあ り ます）。 これで、 エン ド レ ス + ハウザー社では返品さ
れた機器をチェ ッ ク または修理するだけですみます。

• 必要に応じ て、機器の返却時に、例えば EN 91/155/EEC に準拠し た安全データ シー ト など、臨
時取扱説明書を同梱し ます。

さ らに、 以下の事項を指定し ます ：
• 測定物の化学的および物理的特性
• 用途の説明
• 発生し たエラーの説明 （該当するエラーコード を提示し ます）
• 機器の稼働時間

9.6 処分

機器が処分される場合は、 機器の構成部品は、 使用されている材質に基づいて よ り 分け られ、 可
能な部分は リ サイ クルし て下さい。

9.7 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

9.8 エン ド レス + ハウザー社の問い合わせア ド レス

この取扱説明書の裏ページに、 エン ド レ ス + ハウザー社のイ ン ターネ ッ ト ア ド レ スが記載されて
います。 質問または疑問があ る場合の問い合わせ先ア ド レ スが、 このア ド レ スの下に記載されま
す。

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン / 

日付 

ソ フ ト ウ ェア更新 文書化

FW: V 01.00.00 / 08.2005 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェア

以下で動作可能 ：

• Field Care/ToF Tool-Field Tool 

Package、 バージ ョ ン 3.00 よ り

• FieldCare、バージ ョ ン 2.08.00 よ り

-

FW: V 01.03.00 / 02.2007 SIL 2 アプ リ ケーシ ョ ンに適切な拡張

機能

HW ： V 02.00 - -
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10 技術データ 

10.0.1 入力

測定変数 液体のレベルに依存し た、 プローブロ ッ ド と タ ン ク壁またはグ ラ ン ド チューブ と の間の静電容量
の変化の連続測定。

10.0.2 出力

出力信号 3.8 ～ 20.5 mA （HART プロ ト コル）

アラーム時の信号 エラー診断は、 以下の手段で呼び出すこ と ができ ます ：
• ローカル表示 ：

- 赤色 LED

• ローカル表示の表示 ：
- エラーシンボル
- テキス ト 表示

• 電流出力 ： 22 mA

• デジ タルイ ン ターフ ェ イ ス （HART ステータ スエラー メ ッ セージ）

リ ニアラ イズ リ キキ ャ ッ プ M リ ニア ラ イ ズ機能によ って、測定値を必要な長さ または体積の単位に変換でき ま
す。 枕タ ン クおよび球形タ ン ク の体積計算用の リ ニア ラ イ ズテーブルは、 事前にプロ グ ラ ム され
ています。 他の任意のテーブル （含まれる値は最大 32 対） を手動または半自動で入力する こ と
ができ ます。

10.0.3 電源

電気接続 端子部

5 つのハウジングが使用可能です ：

標準 EEx ia EEx d 気密プロセスシール

プラ スチ ッ クハウジング 

F16

X X - -

ステンレ ス フ ィ ール ド ハウ

ジング F15

X X - -

アル ミ ニウ ムハウジング

F17

X X - -

アル ミ ニウ ムハウジング

F13

X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング

T13 

（分離型端子部付き）

X X X X



リキキャ ッ プ M FMI51、 FMI52 技術データ

エン ド レスハウザー ジャパン 97

端子割り付け

供給電圧 以下の電圧が、 機器に直接入る端子電圧です ：

FEI50H ：

• 12.0 ～ 36 VDC （非防爆エ リ アでの使用）
• 12.0 ～ 30 VDC （防爆エ リ アでの使用 EEx ia）
• 14.4 ～ 30 VDC （防爆エ リ アでの使用 EEx d）

! 注意 ! 
エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト には、 逆極性保護が組み込まれています。

ケーブル接続口 • ケーブルグ ラ ン ド ： G ½ （Ex d 専用電線口）、 M20 × 1.5
• 電線口 ： G ½ または NPT ½、 NPT ¾

消費電力 最低 40 mW、 最大 800 mW

消費電流 • 消費電流 ： 3.8 ～ 22 mA
• HART マルチ ド ロ ッ プ ： 4 mA

許容残留リ ッ プル 47 ～ 125 Hz ： Vss = 200 mV （500 Ω）

ノ イズ 500 Hz ～ 10 kHz: Ueff < 2.2 mV （500 Ω）

10.0.4 性能特性

基準動作条件 • 温度 = +20 ℃ ± 5 ℃
• 圧力 = 1013 mbar abs. ± 20 mbar
• 湿度 = 65 % ± 20 %
• 測定物 = 水道水 （導電率 ≥ 180 µS/cm）
• ロ ッ ド プローブ = プローブ感知部 1 m （PFA）

最大測定誤差 • 直線性 ： < 0.5 %
• 再現性 ： 0.1 %

2 線式、4 ～ 20 mA（HART）

2 芯ケーブルを、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー
ト にあ る端子部のねじ端子に接続し ます
（導体の断面積 0.5 ～ 2.5 mm）。 重畳通信信号
（HART） を使用する場合は、 シール ド ケー
ブルを使用し、 センサおよび電源でシール
ド を接続する必要があ り ます。

逆極性、 高周波数の影響、 および過電圧
ピーク に対する保護回路が組み込まれてい
ます （TI241F "EMC テス ト 手順 " 参照）。

L00-FMI5xxxx-04-00-00-en-002

Ω
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周囲温度の影響 < 0.06 %/10 K （対フルスケール値）

起動整定時間 14 秒 （ス イ ッ チオン後の安定し た測定値）

測定値反応時間

SIL 動作モー ド

出力積分 τ = 1 秒 （工場出荷設定） 0 ～ 60 秒に設定可能。 積分時間は、 表示および電流出力がレベルの変
化に反応する ス ピード に影響を与えます。

工場校正の精度

分解能 アナロ グ、 % 単位 （4 ～ 20 mA）
• FMI51、 FMI52 （11 ビ ッ ト / 2048 ステ ッ プ）、 8 µA
• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の解像度は、 プローブ FMI51 または FMI52 の長さの単位へ直接

変換する こ と ができ ます。 例えば、 プローブロ ッ ド 1000 mm の場合は、
解像度 = 1000 mm/2048 = 0.48 mm

10.0.5 動作条件 ： 環境

周囲温度範囲 • 伝送器の周囲温度 ： -50 ℃ ～ +70 ℃ （制限→ 100 ページ以降、 - 40 ℃の WHG 認定制限）
• At TU < -20 ℃および TU > +60 ℃では、 LCD デ ィ スプレ イの機能が制限されます。

t1 ≤ 0.3 秒

t1 ≤ 0.5 秒

L00-FMI5xxxx-05-05-xx-xx-009

t = 積分時間

t1 = 測定値反応時間

63 %

100 %

t1
τ

プローブ長 < 2 m プローブ長 2 m

空調整 （0 %）、 満タ ン （スパン） 調整 （100 %） 通常

≤ 5 mm

通常

≤ 2 %

工場校正の基準条件 ：

• 測定物の伝導率 ≥ 100 µS/cm
• タ ン ク壁までの最小間隔 = 250 mm

! 注意 ! 

設置状態において、 再校正が必要な場合 ：

• 0 % または 100 % 値のレベルが出荷時と異なる
場合

• 液体が非導電性の場合
• タ ン ク壁までのプローブ距離

250 mm 未満

L00-FMI5xxxx-15-05-xx-xx-002

100 %

0 %

L
3

L
1
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• 日差しの強い屋外で使用する場合は、 日よけカバーを使用し て く ださ い。 保護カバーの詳細に
ついては、 89 ページを参照し て く ださい。

保管温度 • -50 ℃ ～ +85 ℃ 

気候区分 • DIN EN 60068-2-38/IEC 68-2-38 ： Z/AD チェ ッ ク

保護等級 EN 60529 ： 保護等級 （IP コード） の とお り

耐振動性 • DIN EN 60068-2-64/IEC 68-2-64: 20 ～ 2000 Hz、 1 （m/s2） 2/Hz

清掃 ハウジング ：

清掃する と きは、 使用する洗浄剤がハウジングの表面またはシールを傷める、 または腐食させる
こ と がないよ う にし て く ださい。

プローブ ：

用途によ っては、 付着物 （汚染および汚れ） をプローブロ ッ ド 上に形成させて も かまいません。
結晶化し た付着物は、 測定結果に影響を与え る恐れがあ り ます。 測定物によ って付着物の程度が
高ま る傾向にあ る場合は、 定期的に清掃する こ と を勧めし ます。 水をかけた り 、 機械によ る清掃
の と きは、 プローブロ ッ ド の絶縁材が損傷し ないよ う にする こ と が大切です。
洗浄剤を使用する場合は、 それに対し て材料に耐性があ る こ と を確認し て く ださい！

電磁適合性 （EMC） • EN 61326 に準拠し た干渉波の放出、 電気機器ク ラ ス B
EN 61326、 Annex A （Industrial） および NAMUR 勧告 NE 21 （EMC） に準拠し た干渉波の適合性

• アナロ グ信号だけを使用する場合は、 標準の計器用ケーブルで十分です。
重畳通信信号 （HART 4 ～ 20 mA） を使用する場合は、 シール ド ケーブルを使用する必要があ
り ます。 

耐衝撃 DIN EN 60068-2-27/IEC 60068-2-27 ： 30g 加速度

IP66 IP67 IP68 NEMA 4X

ポ リ エステルハウジング F16 X X - X

ステンレ ス フ ィ ール ド ハウ ジング F15 X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング F17 X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング F13

気密プロセスシール付き

X - X X

アル ミ ニウ ムハウジング T13 

気密プロセスシールおよび 分離型端子部

（EEx d） 付き

X - X X

分離ハウ ジング X X X
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10.0.6 動作条件 ： プロセス

プロセス温度レンジ コ ンパク ト ハウ ジング付き

下記の図表は以下に適用されます ：
• ロ ッ ド / ロープバージ ョ ン
• 絶縁材 ： PTFE、 PFA、 FEP 

L00-FMI5xxxx-05-05-xx-xx-013

Ta = 周囲温度

TP = プロセス温度

! 注意 ! 
• F16 ポ リ エステルハウジングでは、 Ta の制限は、 - 40 ℃です。
• FMI51 の場合にのみ該当し ます！

追加オプシ ョ ン B （LABS フ リ ー） を選択し た場合、 最低周囲温度
Ta は -40 ℃です。

圧力、 温度軽減 プロセス接続 ½"、¾"、1"、 フランジ ≤ DN50、≤ ANSI 2"、≤ JIS 10K の場合
ロ ッ ド絶縁材 ： PTFE
ロープ絶縁材 ： FEP、 PFA

! 注意 ! 
" プロセス接続 " （ 19 ページ以降） も参照し て く ださい。

L00-FMI5xxxx-05-05-xx-xx-008

Pp ： プロセス圧力

Tp ： プロセス温度

Ta

0

0

TP

–40 –20–60 80 120 160 180
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20
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–20
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0
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プロセス接続 1½"、フランジ > DN50、> ANSI 2"、JIS 10K の場合 
ロ ッ ド絶縁材 ： PTFE、 PFA
ロープ絶縁材 ： FEP、 PFA

! 注意 ! 
" プロセス接続 " （ 19 ページ以降） も参照し て く ださい。

L00-FMI5xxxx-05-05-xx-xx-010

Pp ： プロセス圧力

Tp ： プロセス温度

完全絶縁不感帯あ り

L00-FMI5xxxx-05-05-xx-xx-012

Pp ： プロセス圧力

Tp ： プロセス温度

! 注意 ! 
フ ラ ンジプロセス接続の場合、 最大圧力は、 フ ラ ンジの常用圧力によ って制限されます。

プロセス圧力リ ミ ッ ト プロセス圧力 リ ミ ッ ト は、 プロセス接続に依存し ます。 詳細については、 3.3 章 （" 設置条件 ", "
プロセス接続 "） を参照し て く ださい。
これよ り 高い温度で許容される圧力値については、 以下の標準を参照し て く ださい。

• pR EN 1092-1: 2005 Table、 Appendix G2
安定性の特性に関し て、 材質 1.4435 は、 EN 1092-1 Tab. 18 の 13EO 下にグループ化されてい
る 1.4404 と同じです。 こ の 2 つの材質の化学成分は同じであ る可能性があ り ます。

• ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2-2.2 F316 
• ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2.3.8 N10276
• JIS B2238/2210

bar

Pp

0
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どの場合も、 機器、 および選択し たフ ラ ンジの軽減曲線で最も低い値に適用されます。

凝集の状態 液体

リ キキ ャ ッ プ M 動作レ ンジ

10.0.7 機械的な構成

" 設置 " セ ク シ ョ ン、 " イ ン ス ト ールガイ ド " （ 17 ページ以降） を参照し て く ださ い。

10.0.8 認証と認定

CE マーク 機器は、 最新の安全要件を満たすよ う に設計され、 十分試験を受け、 確実に動作する状態で工場
か ら出荷されています。 機器は、 EC 適合宣言に指定されている該当する規格および規定に準拠
し、 し たがって EC 指令の法的要件を満た し ます。 エン ド レ ス + ハウザー社では、CE マーク を付
ける こ と によ って、 機器の適合を確認し ています。

測定システムは、 EC 指令の法定要件を満た し ています。 エン ド レ ス + ハウザー社では、 CE マー
ク を付ける こ と によ って、 機器が試験に合格し た こ と を確認し ています。

防爆認定 " 識別 " セ ク シ ョ ン （ 8 ページ以降） を参照し て く ださい。

その他の規格と
ガイ ド ラ イ ン

EN 60529
ハウジングによ る保護等級 （IP コード）

EN 61010
測定、 制御、 調整および実験手順用電気機器のための保護基準

EN 61326
干渉波の放出 （装備等級 Ｂ ）、 干渉波の適合性 （付加 A - 工業エ リ ア）

NAMUR
化学工業計測 ・ 制御基準委員会

DC 代表値

L00-FMI5xxxx-05-06-xx-en-000

空気 1

真空 1

一般的な液化ガス 1.2 - 1.7

ガ ソ リ ン 1.9

シ ク ロヘキサン 2

デ ィ ーゼル燃料 2.1

一般的なオイル 2 - 4

メ チルエーテル 5

ブタ ノ ール 11

アンモニア 21

ラ テ ッ ク ス 24

エタ ノ ール 25

苛性ソーダ 22 - 26

アセ ト ン 20

グ リ セ リ ン 37

水 81
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10.0.9 補足文書

技術仕様書 • リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
TI401F/00

認証 ATEX 安全注意事項

• リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
ATEX II 1/2 G （EEx ia IIC/IIB T3 to T6）、 II 1/2 D IP65 T 85 ℃
XA327F/00/a3

• リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
ATEX II 1/2 G （EEx d （ia） IIC/IIB T3 ～ T6）
XA328F/00/a3

あふれ保護 DIBt （WHG）

• リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
ZE265F/00/de

機能安全規格 （SIL2）

• リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
SD198F/00/en

制御図

• リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
FM
ZD220F/00/en

• リ キキ ャ ッ プ M FMI51、 FMI52
CSA
ZD221F/00/en
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11 操作メ ニュー
メ イ ン メ ニューは、 右の Enter キー ↵ によ って有効にし ます。 

以下の メ ニュー項目が表示されます。 これらについては、 以下のページに詳細が記載されていま
す ：

• "Basic calibration；基本校正 "
• "Safety set.；安全設定 " 
• "Linearization；リニアライズ " 
• "Output；出力 " 
• "Device properties；機器プロパティ " 

11.1 "Basic calibration ； 基本校正 " メ ニュー
表示 / 操作モジュールによる設定

"Basic setup ； 基本設定 " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニ ュー 機能 サブ機能 機能値

Basic setup ； 基本設定 Basic setup ； 基本設定 Medium property ； 測定物特
性

no buildup；付着なし1)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

buildup ； 付着あ り

Cal. type ； 校正タ イプ Dry ； ド ラ イ

Wet；ウェット

Medium property ； 測定物特
性2)

2) こ の機能は、 サブ機能 "Cal. type ； 校正タ イプ " の下で、 機能値 "Dry ； ド ラ イ " が選択されている場合のみ表示され
ます。 

Medium property ； 測定物特
性

Conductive；導電性

Nonconductive ； 非導電性

interface ； 界面

unknown ； 不明

DC value ； DC 値3)

3) こ のサブ機能は、 サブ機能 "Medium property ； 測定物特性 " の下で、 機能値 "Non-conductive ； 非導電性 " が選択さ
れている場合にのみ表示されます。

Value ； 値

Unit level ； 単位レベル4)

4) こ のサブ機能は、 サブ機能 "Medium property ； 測定物特性 " の下で、 機能値 "Non-conductive ； 非導電性 " または
"Conductive ； 導電性 " が選択されている場合にのみ表示されます。

% （パーセンテージ）

M

mm

ft ； フ ィ ー ト

inch ； イ ンチ

Empty calibr. ； 空調整 Value empty ； 空の値 0 %

Measure capacity ；
測定静電容量

xxxx pF

Confirm cal. ； 校正確定 Yes；はい

Full calibr. ； 満タ ン調整 Value full ； 満タ ンの値 100 %

Measure capacity ；
測定静電容量

xxxx pF

Confirm cal. ； 校正確定 Yes；はい

出力積分 出力積分 1 s；1 秒

↑ ↑
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11.2 "Safety setting ； 安全設定 " メ ニュー

"Safety settings ； 安全設定 " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニュー 機能 サブ機能 機能値

Safety settings ； 安全設定 Safety settings I ； 安全設定 I Code ； コー ド 1001)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

Status ； ステータ ス Unlocked；ロック解除 

Locked ； ロ ッ ク済み

Safety settings II ； 安全設定 II Operating mode ； 動作モー ド 標準

SIL/WHG

出力積分 1 s；1 秒

Output 1 ； 出力 1 Max ； 最大

Parameter okay ； パラ メ ータ
OK

no ； いいえ

Yes ； はい

Safety settings III ； 安全設定
III

Cap. empty ； 空の静電容量 x,xx pF

Value empty ； 空の値 x,xxx %

Cap. full ； 満タ ンの静電容量 2000.00 pF

Value full ； 満タ ンの値 100,000 %

Parameter okay ； パラ メ ータ
OK

no ； いいえ

Yes ； はい

Operating mode ； 動作モー ド Operating mode ； 動作モー ド 標準

SIL/WHG

SIL op. mode；SIL オプシ ョ ン
モー ド 2)

2) こ のサブ機能は、 "Operating mode ； 動作モー ド " サブ機能の下で、 "SIL/WHG" オプシ ョ ンが選択されている場合の
み表示されます。

Unlocked；ロック解除 

Locked ； ロ ッ ク済み

Status ； ステータ ス Unlocked；ロック解除 

Locked ； ロ ッ ク済み

Output on alarm ； ア ラーム時
の出力

出力 Max；最大

Hold ； ホール ド

User-spec. ； ユーザー指定

Output value ； 出力値3)

3) こ のサブ機能は、 "Output ； 出力 " サブ機能の下で、 "User-specific ； ユーザー指定 " オプシ ョ ンが選択されている場
合のみ表示されます。

xx.xx mA

Proof test ； 動作テス ト Proof test ； 動作テス ト Off；オフ

On ； オン

↑ ↑
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11.3 "Linearization ； リ ニアラ イズ " メ ニュー

" Linearization ； リ ニア ラ イ ズ " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニ ュー 機能 サブ機能 機能値 追加の機能値

Linearization ；
リ ニア ラ イ ズ

Linearization ； リ ニア
ラ イ ズ

Type ； タ イプ None ； な し

Linear；リニア1)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

"Horizontal cyl" ； 枕タ
ン ク 2)

2) こ の機能に値を入力する場合は、 これ と は別に "Diameter ； 直径 " サブ機能の値も入力する必要があ り ます。

"Sphere" ； 球形タ ン ク 2

Pyramid bottom ； ピ ラ
ミ ッ ド ボ ト ム型タ ン ク 3)

3) こ の機能に値を入力する場合は、 これ と は別に "Intermed. height ； 中間高 " サブ機能の値も入力する必要があ り ます。

Conical bottom ； 円錐ボ
ト ム 3

Angled bottom ； 傾斜ボ
ト ム 3

Table ； テーブル

Mode ； モー ド level；レベル

ullage ； 目減 り

Simulation ； シ ミ ュ
レーシ ョ ン

Sim. off；シミュレー
ションオフ

Sim. level ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン レベル

Sim. volume ； シ ミ ュ
レーシ ョ ン体積

Sim. level value ； シ
ミ ュ レーシ ョ ン レベル
値4)、 または

4) こ の機能は、 "Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ機能の下で、 "Sim. off ； シ ミ ュ レーシ ョ ンオフ " オプシ ョ ンが選
択されていない場合に限 り 表示されます。

xx.x %

Sim. vol. value ； シ ミ ュ
レーシ ョ ン体積値 4

xx.x %

Linearization ； リ ニア
ラ イ ズ

Customer unit ； ユー
ザー単位

% （パーセンテージ）、 l、 hl、 m3、 dm3、 cm3、 ft3、 米ガ
ロ ン、 英ガロ ン、 kg、 t、 lb、 ton、 m3、 ft3、 mm、 イ ン
チ、 ユーザー指定。

Customized text ； カ ス
タマ イ ズテキス ト 5)

5) こ の機能は、 " Customer unit ； ユーザー単位 " サブ機能の下で、 "User-spec. ； ユーザー指定 " オプシ ョ ンが選択され
ている場合にのみ表示されます。

～

Diameter ； 直径6)

6) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "horizontal cyl ； 枕タ ン ク " または "sphere ； 球形タ ン ク " オプシ ョ ン
が選択されている場合のみ表示されます。

xxxx m

Intermed. height ； 中間
高7)

7) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "pyramid bottom ； ピ ラ ミ ッ ド ボ ト ム型タ ン ク "、 "conical bottom ； 円
錐ボ ト ム型タ ン ク " または "angled bottom ； 傾斜ボ ト ム型タ ン ク " オプシ ョ ンのいずれかが選択されている場合のみ
表示されます。

xx m

Edit ； 編集8)

8) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "Table ； テーブル " オプシ ョ ンが選択されている場合のみ表示されま
す。

Read；読み取り Table No. ； テーブル番号 ： 1
Input level ； 入力レベル ： x m
Input volume ； 入力体積 ： %

Manual ； マニ ュ アル Table No. ； テーブル番号 ： 1
Input level ； 入力レベル ： x m
Input volume ； 入力体積 ： %

Semi-automat. ； 半自動 Table No. ； テーブル番号 ： 1
Input level ； 入力レベル ： x m
Input volume ； 入力体積 ： %

delete ； 削除

Status table ； ステータ
ステーブル 7

enabled ； 有効

Disabled；無効

Max. scale ； 最大ス
ケール9)

9) こ の機能は、 "type ； タ イプ " サブ機能の下で、 "Table ； テーブル " オプシ ョ ンが選択されている場合にのみ表示され
ます。

100 %

↑ ↑
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11.4 "Output ； 出力 " メ ニュー

"Output ； 出力 " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニュー サブ メ ニュー 機能 サブ機能 機能値

出力 "Extended calibr. ； 拡張設
定 "

"Extended calibr. ； 拡張設
定 "

Measuring range ； 測定
レ ンジ

2000 pF1)

1) 太字でマーク された値は、 工場出荷設定です。

4000 pF

Sensor DAT Stat. ； セン
サ DAT ステータ ス

OK

Sensor DAT ； センサ 
DAT

Upload；アップ
ロード

Download ； ダウ ン
ロー ド

Output/Calculat ； 出力 /
計算

Curr. turn down ； 電流
ターンダウ ン

On ； オン

Off；オフ

Turn down 4 mA ； 4 mA 
のターンダウ ン2)

2) こ の機能は、 "Curr. turn down ； 電流ターンダウ ン " サブ機能の下で、 "On ； オン " オプシ ョ ンが選択されている場合
に限 り 表示されます。

0 %

Turn down 20 mA ； 20 
mA のターンダウ ン 2

100 %

4 mA threshold ； 4 mA 
し きい値

On ； オン

Off；オフ

HART setting ； HART 設
定

HART setting ； HART 設
定

HART address ； HART 
ア ド レ ス

0

No. of preambles ； プ リ
アンブルの数

5

Short TAG HART ；
HART シ ョ ー ト タ グ

TAG ； タ グ

Output/Calculat ； 出力 /
計算

Current span ； 出力
電流

4 ～ 20 mA

fix.curr. ；電流固定 
HART

mA value ； mA 値3)

3) こ の機能は、 "Current span ； 出力電流 " サブ機能の下で、 機能値 "fix.curr. HART ； 電流固定 HART" が選択されてい
る場合のみ表示されます。

4 mA

Simulation ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン

Simulation ； シ ミ ュ レー
シ ョ ン

Off；オフ

On ； オン

Simulation value ； シ ュ ミ
レーシ ョ ン値4)

4) こ の機能は、 "Simulation ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " サブ機能の下で、 "On ； オン " オプシ ョ ンが選択されている場合のみ
表示されます。

xx.xx mA

↑
↑
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11.5 "Device properties ； 機器プロパテ ィ " メ ニュー

"Device properties ； 機器プロパテ ィ " メ ニューでは、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニ ュー サブ メ ニ ュー 機能 サブ機能 機能値

Device properties ；
機器プロパテ ィ

Display ；
表示デ ィ スプレ イ

Language ； 言語 English；英語

Deutsch ； ド イ ツ語

Francais ； フ ラ ン ス語

Espanol ； スペイ ン語

イ タ リ ア語

オラ ンダ語

Display format ；
表示フ ォーマ ッ ト

Format ； フ ォーマ ッ ト Decimal；10 進法

ft-in-1/16 ； フ ィ ー ト -
イ ンチ -1/16 イ ンチ "

No of decimals ； 小数位の数 X

x.x

x.xx

x.xxx

Sep. character ； 小数点の
キ ャ ラ ク ター

. （ドット）

,

Back to home ； ホームへ戻る 900 s；900 秒

Diagnostics ；
自己診断

Actual error ；
発生中エラー

Actual error 1 ； 発生中エ
ラー 1

～

Actual error 2 ； 発生中エ
ラー 2

～

Actual error 3 ； 発生中エ
ラー 3

～

Last error ；
最後のエラー

reset errorlist ； リ セ ッ ト エ
ラー リ ス ト

keep ； 保持

delete ； 削除

Last error 2 ； 最後のエラー 2 ～

Last error 3 ； 最後のエラー 3 ～

Password/reset ；
パス ワード / リ セ ッ ト

Reset ； リ セ ッ ト 12345

Status ； ステータ ス Unlocked；ロック解除 

Electronic temp. ； エレ ク ト
ロニ ッ ク イ ンサー ト 温度

Electronic temp. ； エレ ク ト
ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 温度

xx.x ℃

Max. temp. ； 最高温度 xx.x ℃

Min. temp. ； 最低温度 xx.x ℃

Temperature unit ； 温度単位 ℃
°F
K

Min/Max temp. ；
最低 / 最高温度

keep；保持
delete ； 削除
Reset Min. ； 最低 リ セ ッ ト
Reset Max. ； 最高 リ セ ッ ト

Measure capacity ；
測定静電容量

Measure capacity ；
測定静電容量

xxxx.xx pF

Max. capacity val ；
最大静電容量値

xxxx.xx pF

Min. capacity val ；
最小静電容量値

xxxx.xx pF

Min/Max capacity ；
最低 / 最高静電容量

keep；保持
delete ； 削除
Reset Min. ； 最低 リ セ ッ ト
Reset Max. ； 最高 リ セ ッ ト

System parameters ；
システムパラ メ ータ

Device information I ； 機器
情報 I

Device marking ；
機器マーキング

Liquicap-FMI5x

Serial No. ； シ リ アル No ～

EC Serial No. ； EC シ リ アル
No

xxxxxxxxxxx

Device marking ；
機器マーキング

FMI51-OrderCode

Device information ； 機器情
報

Dev. rev ； 機器レ ビジ ョ ン X

Software version ； ソ フ ト
ウ ェ アバージ ョ ン

V01.xx.xx.xxx

DD version ； DD バージ ョ ン xx

Device information III ； 機器
情報 III

Working hour ； 動作時間 xxxxx h

Current run time ； 現在の実
行時間

000d00h00m

Probe length ； プローブ長 Probe length ； プローブ長 xxx mm

Sensitivity ； 感度 0.0

↑
↑
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA 298F/33/ja/04.07(03.08)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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